
「格詞の語法」。 

叝 匤 冝。 

厲 岺。 

 

ｦ：アルカの格 

 

 アルカの表層格は格詞である。表層格は深層格を表す。だが、1 つの表層格に 1つの深層

格が対応しているわけではない。ふつう、1 つの表層格はいくつもの深層格を表す。つまり、

1 つの格詞は複数の深層格を表す。 

 では、深層格にはどのようなものがあるか。深層格は主に次のものである。 

 

行為者：行為の主体。多くは動作主。偶に経験者。 

対象：行為の客体となり、行為を被るもの。経験者も含む。 

主題：繋辞文でのみ使う。解説によって説明されるもの。 

解説：繋辞文でのみ使う。主題を説明するもの。 

起点・源泉。 

終点・受取人。 

道具・材料。 

原因 

目的 

場所 

経路 

時間 

方向 

関連：その文が関連するものや範囲を表し、話題の範囲やテーマを表す。 

範囲 

 

 自然言語の場合、表層格と深層格の結びつきは複雑で覚えづらい。ところがアルカの場

合、人工言語なので比較的 1対 1 の対応を望める。 

 深層格の規定は言語学者によってまちまちであり、一致を見ない。そこでアルカは独自



に上記の格を深層格と認める。よく見られる経験者だが、これは行為者や対象に分散して

含める。つまりアルカは心理的な変化を経験するということと物理的な変化を経験をする

ことを分けないというわけである。 

 言語学書で経験者を目にすることが多いが、それは経験者を動作主などと区別すると論

じる際に利点があるからそうしているまでである。その利点とは、例えば動作主は意志動

詞と結びつき、経験者は無意志動詞と結びつくので、経験者を認めることによって両者を

区別できるというものである。だがアルカではそもそも無意志動詞というのが殆どないた

め（見方によっては全くない）、経験者を仮定する必要がない。そこで経験者は深層格に立

てなかった。 

 また、状態や位置の変化を被るものという意味での主題だが、これはアルカの場合、対

象に含めて考える。これが行為者に来ることがないためである。 

 アルカで「主題」が表すのは繋辞文において解説によって説明されるものである。これ

は話題の範囲やテーマを表す主題とも異なる。話題の範囲やテーマを表すのは関連である。 

 

ｧ：ﾕﾄ 

 

惕 

動詞の前に来る唯一の格。 

強調文と倒置文以外では省略される。 

行為者を表す。 

主題を表す。 

能動文のﾏｵは受動文のﾕﾄに来る。 

惕 

 

ﾕﾄは基本語順において唯一動詞より前に来る格である。ﾕﾄは強調文と倒置文以外では省略さ

れる。 

能動文において、ﾕﾄは行為者を表す。ﾕﾄは意図的な物理的・心理的行為を行うものである

(ｧ)(ｨ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｼﾉﾏｴ┤ﾉ ﾄﾉ 

(ｨ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾒ ﾄﾉ 



ﾕﾄが最も多く取るのは行為者である。有生のほうが無生より優先的にﾕﾄに来る。(ｩ)は擬人法

である。擬人法は文学的な言い方で、日常会話では頻度が少ない。(ｪ)はメトニミーである。

隣接性によって、小学校が教師を表している。メトニミーは日常生活にも多用される。 

(ｩ) ｶﾏﾀｱ ｲﾒｱ┤ﾌｲ ﾉｵ（死が私を訪れた） 

(ｪ) ｸﾌｷﾉ ｳﾉｳ┤ﾒ ﾉﾀｲﾉ ﾉﾄ ｸﾌｶ（小学校は子供にアルカを教える） 

また、ﾕﾄは繋辞文の場合、主題を表す(ｫ)(ｬ)。 

(ｫ) ﾉｵ ﾒｱ ｷﾉｵ。 

(ｬ) ﾉｵ ﾒｱ ｴﾒﾀ。 

ふつうﾕﾄは有生が来るが、繋辞文においては無生も抽象も来られる。更には節も来られる(ｭ)。

ﾕﾄが長くなる場合、どこまでがﾕﾄであるか分かりやすくするためにｱﾌﾒ,ｱﾕｵでﾕﾄを括ることも

ある。 

(ｭ) ｱﾌﾒ ｱﾌ ｲﾕ┤ﾉ ｱﾕ ｱﾕｵ ﾉｱ ｱﾒﾌ（君がそれを言ってしまったのは悪いことだった） 

ところで、今までは能動文について述べたが、受動文だとﾕﾄが取るものは変わる。受動文の

場合、能動文のﾏｵがﾕﾄに来る。この際のﾕﾄについては能動文のﾏｵと同じであるから、そちら

を参照すること。 

。 

ｨ：ﾏｵ。 

。 

惕 

基本語順において動詞の直後に来る。 

強調文と倒置文以外では省略される。 

能動文において、ﾏｵは主に対象を表す。 

対象には具象も抽象も来ることができる。節も来られる。 

ﾏｵは他の格の代用をすることがある。具体的にはｲﾉ,ﾉﾄ,ﾌﾄ,ｶﾉﾀなどである。 

能動文のﾕﾄが受動文ではﾏｵになる。 

ﾏｵがﾒｸ化されるとﾏｵが表層に現れなくなる。 

ﾒｸ化されるのはﾏｵが対象の場合だけでなく、場所などの場合もある。 

惕 

 

ﾏｵは基本語において動詞の直後に来る格である。直後といっても副詞が間に入ることはあ



るが、基本語順であるかぎり他の格は入れない。ﾏｵは強調文と倒置文以外では省略される。 

能動文において、ﾏｵは主に対象を表す。これは行為の客体となり、行為をこうむるもので、

経験者も含む(ｧ)(ｨ)。 

(ｧ) ﾄﾉ ｼﾉﾏｴ┤ﾉ ﾉｵ（彼は私を殴った。ﾉｵは行為の客体） 

(ｨ) ﾄﾉ ﾂﾏ┤ﾉ ﾉｵ（彼は私を怒らせた。ﾉｵは経験者） 

対象は具象も抽象も来ることができる。より細かくいえば有生も無生も来ることができ、

行為を表す動名詞の役割を持つ名詞も来ることができる。更に節を取ることもできる(ｩ)。 

(ｩ) ﾉｵ ﾌｵ┤ﾉ ﾄﾉ ｲﾒ┤ﾌ ｷﾒﾄｲﾉ（彼が学校へ行くのを見た。"ﾄﾉ ｲﾒ┤ﾌ ｷﾒﾄｲﾉ"という節がﾏｵ） 

また、ﾏｵは場所を取ることもある(ｪ)。本来はｲﾉ格が取るべきところをﾏｵが担っている。 

(ｪ) ﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ﾀﾉ。 

同じく、ﾏｵは方向を取ることもある。ﾒﾒﾄ┤ﾒなどがそうである(ｫ)。本来はｲﾏﾀ格が取るべき

ところをﾏｵが担っている。 

(ｫ) ﾉｵ ﾒﾒﾄ┤ﾉ ﾄﾉ（彼の方を向いた。ﾄﾉは顔を向けた方向） 

また、場所と似ているが、経路を取ることもある(ｬ)。本来はｶﾉﾀ格が取るべきところをﾏｵ

が担っている。(ｬ)は"ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｶﾉﾀ ﾃﾉﾄ"とほぼ同じ意味であることから、このﾏｵはｶﾉﾀの意

味だと分かる。ﾀﾉｲ┤ﾒの他にもｻﾏｵ┤ﾒ,ｸﾏｹ┤ﾒなどの経路移動動詞はﾏｵがｶﾉﾀの代わりを務める。 

(ｬ) ﾉｵ ﾀﾉｲ┤ﾉ ﾃﾉﾄ（山を越えた） 

ﾏｵは起点と終点を表すこともある(ｭ)(ｮ)。本来はﾌﾄ,ﾉﾄ格が取るべきところをﾏｵが担ってい

る。ｲﾒ┤ﾒ,ｲﾏｱ┤ﾒのような終点移動動詞はﾏｵがﾉﾄの代用をする。 

(ｭ) ﾉｵ ﾄﾏｶ┤ﾉ ﾀﾉ 

(ｮ) ﾉｵ ﾄﾒｶ┤ﾉ ﾀﾉ 

このように、ﾏｵが他の格の代用となることがある。本来は他の格が持つ深層格をﾏｵが担っ

ているのである。これはなぜか。ﾏｵはﾉﾄなどと違ってどの動詞にとっても必須格である。更

にﾉﾄなどと違って基本語順時に省略することができる。そのため他の格を使わずにﾏｵで代用

することは経済性のある行為である。それゆえﾏｵが他の格の代用となることがある。 

また、そもそも「行く」という行為の対象に目的地が選ばれるということもﾉﾄの代わりにﾏｵ

が使われる原因である。ﾏｵに目的地が来る以上、ﾉﾄでもう一度目的地を述べるのは無駄な重

複である。このような事情もﾏｵが他の格の代用となる原因といえる。 

尚、繋辞文以外の能動文は受動文に変えることができる。その際に能動文でﾕﾄだったものが

ﾏｵに代わる(ｯ)。また、繋辞文では動詞だったものがﾏｵに来る。このﾏｵはﾏｵﾉである(ｧｦ)。 



(ｯ) ﾄﾉ ｼﾉﾏｴ┤ﾉ ﾉｵ → ﾉｵ ｼﾉﾏｴ┤ﾉ ｾﾕ ﾄﾉ 

(ｧｦ) ﾒｸ ｸﾒｱ┤ﾉ ﾉｵ → ﾉｵ ﾉｱ ｸﾒｱ 

(ｯ)のﾏｵについては意味の上ではﾕﾄなので、ﾕﾄを参照すること。また、(ｧｦ)については上述の

とおりで、ｸﾒｱは自然名詞で、先天完了の意味を持つ。 

ところで、ﾏｵがﾒｸ化する場合がある。これにはいくつか種類があるが、いずれにせよﾏｵが

ﾒｸ化した場合、ﾏｵには何も表示しなくなる。ﾕﾄがﾒｸ化すると繋辞と自然名詞が来るが、ﾏｵ

がﾒｸ化してもﾏｵが消えるだけで、その点では他の格と同じ扱いである。 

ﾏｵがﾒｸ化するのはどういう場合か。まず挙がるのはﾏｵが対象のときである。例えばﾉｵ ｳﾏｵ┤

ﾒ ｱﾕにおいて、私が食べたのはこれだということが焦点化されなくなり、どうでも良いも

のと考えられたとき、ｱﾕはﾒｸ化する。つまり、私がこれを食べたことよりも、とにかく私

が何か食べた、食事をしたということを強調したいとき、何を食べたかはどうでも良いの

でﾏｵはﾒｸ化する。 

尚、ﾏｵが再帰形の場合、ﾒｸ化することはない。しかし再帰は省略可能である。また、単に

ﾏｵを省略した場合とﾏｵをﾒｸ化した場合では厳密に言えば意味合いが違うが、日常的に区別

する必要がないので言語上は違いを表現しない。 

ﾏｵがﾒｸ化する別の例は、ﾏｵが対象以外の場合である。例えばｳﾉ┤ﾒはﾏｵに場所を取る。つま

り本来ｲﾉが取るはずだったものである。「私は学校にいる」といえばﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｷﾒﾄｲﾉである。

ｷﾒﾄｲﾉは本来ｲﾉが取るはずである。 

では「学校の前にいる」に変わるとどうなるか。ｲﾉはｴﾉに変わらねばならない。もし問題

の文がﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｲﾉ ｷﾒﾄｲﾉだったらｲﾉをｴﾉに変えてﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｴﾉ ｷﾒﾄｲﾉにすれば良い。だが問

題の文は正しくはﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｷﾒﾄｲﾉである。これではｲﾉをｴﾉに変えようがない。 

そこで、この文のﾏｵがｲﾉの代理をしているということと、ﾏｵはこの基本語順文では省略さ

れるという 2 点を考慮する。もしﾏｵを省略しなければﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ﾏｵ ｷﾒﾄｲﾉである。そしてこの

ﾏｵは事実上ｲﾉである。ということはｲﾉの代わりにﾏｵをｴﾉにすれば良い。ゆえに「学校の前

にいる」はﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｴﾉ ｷﾒﾄｲﾉである。 

ﾏｵは場所を取るが、すでにｴﾉが場所を表しているため、ｴﾉに出番を奪われている。この際

ﾏｵはﾒｸ化し、言語上に現れなくなる。このように、ﾏｵが対象以外を取るときもﾏｵはﾒｸ化す

ることがある。 

。 

ｩ：ﾉﾄ 



。 

惕 

終点を表す。 

ﾉﾄを持つ動詞は有形・無形・物理的・心理的に関わらず、動きと方向を持つ。 

ﾉﾄが有生の場合、受取人としての終点の場合と場所としての終点の場合がある。 

ﾉﾄが無生の場合、着点や目的地などを表す。 

着点や目的地は場所性を帯びているため、代名詞に変えるとｱﾕ(ﾄﾒ)でなくｲﾏﾉ(ｲﾏﾌ)になる。 

受取人は場所性を帯びないため、代名詞はﾄﾕ(ﾄﾉ)で受ける。 

時間的な終点も表せる。 

ﾌﾄと共起する場合、時間的に先に来るﾌﾄを優先させる。 

ﾏｵの変化を表す動詞の場合、ﾉﾄは結果を表す。 

惕 

ﾉﾄは終点を表す。終点があるということはﾉﾄを取る動詞は動きと方向を持つものであるとい

える。これはｷﾌｱ┤ﾒのように、目に見える物理的な動きと方向だけではない。ﾉｴｸ┤ﾒのよう

に、目に見えない疑問というものが問われた相手に向かって飛んでいく場合もある。また

ｹﾏﾀｱ┤ﾒのように、心の中の祈りがﾉﾄに向けて飛んでいくという心理的なものもある。 

このように、ﾉﾄを持つ動詞は有形無形に関わらず、また、物理的心理的に関わらず、動きと

方向を持つ。 

ﾉﾄが取る終点が人のように有生の場合、ある行為や物の受取人とみなすことができる(ｧ)(ｨ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾕ┤ﾉ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾉ 

(ｨ) ﾉｵ ｷﾌｱ┤ﾉ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾉ 

無生の場合、ﾉﾄは終点という場所とみなされる。この場合の終点は着点や目的地などを表す

(ｩ)。この場合、ﾉﾄが取る名詞は場所性を帯びている。それゆえ、その名詞が代名詞になる

場合、ｱﾕでなくｲﾏﾉで受ける(ｪ)。ｲﾏﾉは本当はﾒﾄﾒｵである。ﾒﾄﾒｵは場所でなければｱﾕで受け

るが、このﾉﾄは終点という場所を取るのでｲﾏﾉになる。 

(ｩ) ﾉｵ ﾏｶ┤ﾌ ｱﾕ ﾉﾄ ﾒﾄﾒｵ 

(ｪ) ﾉｵ ﾏｶ┤ﾌ ｱﾕ ﾉﾄ ｲﾏﾉ 

もしﾉﾄが場所としての終点でなく、受取人としての終点を取った場合、その人が代名詞にな

ってもｲﾏﾉにはならない(ｫ) 

(ｫ) ﾉｵ ｷﾌｱ┤ﾉ ｱﾕ ﾉﾄ ｸﾌﾌﾀ ＝伃ﾉｵ ｷﾌｱ┤ﾉ ｱﾕ ﾉﾄ ｲﾏﾉ → ﾉｵ ｷﾌｱ┤ﾉ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾉ 



また、ﾉﾄは時間的な終点も表すことができる(ｬ)。ちなみに、ﾌﾄとﾉﾄが同時に出る場合、時間

的に先なﾌﾄを先に述べる。 

(ｬ) ﾉｵ ｳﾉ┤ﾉ ｷﾒﾄｲﾉ ﾌﾄ ｱﾌｲｵﾏ ﾉﾄ ｲﾏｵﾏﾏｱﾒ（私は 9時から 12 時まで学校にいた） 

また、(ｭ)も時間の終点の一種である。このﾉﾄは 10 年後の再開の時点を示している。この時

点が現在から見て待ち時間の終点であり、そのときようやくﾉｲｱ┤ﾏという未来形の動詞が真

になる。いってみればこのﾉﾄは現在から 10 年後までの待ち時間の終点を表しているといえ

る。 

(ｭ) ﾉｵｴﾏ ﾉｲｱ┤ﾏ ｳﾏｲ ﾉﾄ ｲﾏｵﾉ ｴﾉﾄ（10 年後にまた会いましょう） 

尚、(ｭ)は(ｮ)とも言い換えられるが、その場合意味が異なる。(ｭ)は 10 年後が待ち時間の

終点であるため、それ以前に予定を繰り上げて会うことを意味しない。例えば 8 年目に会

ってしまったら 10 年目は終点ではなくなり、8 年目が待ち時間の終点になってしまうから

である。ゆえに(ｭ)の場合、10 年経つまで一度も会うことがないということを意味する。も

ちろん事情が変わって先に会うという予定変更の可能性はある。 

 一方(ｮ)では、私たちは少なくとも 10 年後に会うということしか言っていない。それ以

前に会おうと会うまいと、とにかく 10 年後に会えば良い。ゆえに(ｮ)の場合、10 年後より

前に会っても良いということを意味する。 

(ｮ) ﾉｵｴﾏ ﾉｲｱ┤ﾏ ｳﾏｲ ｴﾌ ｲﾏｵﾉ ｴﾉﾄ 

また、ﾉﾄが結果を表すこともある。ｸﾉ┤ﾒのようなﾏｵに変化を与える動詞の場合、ﾉﾄは変化の

結果を表す。ｸﾌｵと異なるのは、ﾉﾄは変化の結果を専門に表す点である(ｯ)。 

(ｯ) ﾉｵ ｸﾉ┤ﾉ ｽﾉﾀ ﾉﾄ ｽﾒﾀ（赤を黄色に変えた） 

。 

ｪ：ﾌﾄ。 

。 

惕 

起点を表す。 

取る動詞は動きと方向を持つ。 

有生の場合、所有者を表すことがある。 

材料の源泉と集合の源泉を表すことがある。 

完成品を見て材料がわかれば道具のｲﾏｵで、分からなければ材料の源泉のﾌﾄである。 

集合の源泉は場所性を帯びる場合があり、そのときはｲﾏﾉで受けることができる。 



移動動詞などのﾌﾄは出発点としての起点を意味する。 

時間としての起点を表すこともある。 

ﾌﾄとﾉﾄが同時に出る場合、ﾌﾄが先に来る。 

ﾏｵの変化を表す動詞の場合、開始状況や前提を表す。 

惕 

ﾌﾄは起点を表す。起点があるということはﾌﾄを取る動詞は動きと方向を持つものであるとい

える。 

ﾌﾄは有生の場合、所有者を表すことがある。ｷﾉｱ┤ﾒの場合、ﾌﾄは元の所有者である(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｷﾉｱ┤ﾉ ｱﾕ ﾌﾄ ﾄﾉ 

また、ﾌﾄが源泉を表すことがある。この源泉には意味が 2つある。ﾉｳﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから工夫

する」という意味で、ﾌﾄは源泉である。この場合、ﾌﾄは工夫する材料としての源泉を示す。 

尚、材料としての源泉は道具のｲﾏｵと対立を成す。ﾄﾉｹ┤ﾒはﾌﾄもｲﾏｵも使うことができるが、ニ

ュアンスが異なる。ﾌﾄは材料の源泉を指し、ｲﾏｵは材料そのものを表す。完成品を見たとき、

その材料がすぐ何であるか目に見えるとき、その材料は「材料そのもの」なのでｲﾏｵで表す。

逆にその材料が何であるか分からないとき、その材料は「材料の源泉」、即ちﾌﾄで表す。 

要するに材料がすぐに分かる場合はｲﾏｵで、そうでなければﾌﾄである。例えば椅子の材料は

すぐ木だと分かるからｲﾏｵであり、バターの材料はすぐ牛乳だと目で見て分からないからﾌﾄ

である。区別のポイントは、材料がそのままの形で残っているかというところにある。椅

子は木を木の形のまま使っているが、バターはもはや牛乳の形である白い液状物を保って

いない。尚、一般にはどちらにもｲﾏｵを使うので、この区別は必ずしも明確ではない。 

一方、ｷﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから差し引く」である。この場合、ﾌﾄはﾏｵが所属していたもの、或

いはﾏｵを含む集合を指す。つまり、集合としての源泉である。 

集合としての源泉は場所性を多少帯びている。そのため、代名詞にした際、ｲﾏﾉで受けるこ

とも可能である。ただ、源泉が「生徒たち」のように有生の場合、場所性を帯びることは

ない。あくまで場所に近い名詞が源泉となっているときだけである。委員会のような有生

でない集合の場合、場所と取ることがありえる(ｨ)。 

(ｨ) ﾉｵ ｷﾌｲ┤ﾉ ﾄﾉ ﾌﾄ ﾉｱﾉ ＝ ﾉｵ ｷﾌｲ┤ﾉ ﾄﾉ ﾌﾄ ｲﾏﾉ 

また、ﾌﾄは起点を表すことがある。これはﾌﾄ本来の用法である。移動動詞の場合、ﾌﾄは起点

を表すことが多い。ｲﾒ┤ﾒ,ｲﾒｱ┤ﾒ,ｲﾏｱ┤ﾒなどはﾌﾄを取るが、そのﾌﾄはすべて移動の出発点とし

ての起点である(ｩ)。 



(ｩ) ﾉｵ ｲﾏｱ┤ﾉ ｷﾒﾄｲﾉ ﾌﾄ ﾀﾉ。 

ところで、ﾌﾄがﾉﾄと共起する場合、起点を先に述べる。出発点のほうが終着点より移動者に

とって先だからである(ｪ)。 

(ｪ) ﾉｵ ｸﾒﾄｹ┤ﾉ ｱﾕ ﾌﾄ ｷﾒﾄｲﾉ ﾉﾄ ﾀﾉ。 

また、ﾌﾄは時間としての起点を表すこともある。ちなみに、ﾌﾄとﾉﾄが同時に出る場合、時間

的に先なﾌﾄを先に述べる(ｫ)。 

(ｫ) ﾉｵ ｸﾏｲ┤ﾉ ﾌﾄ ｲﾏ ﾉﾄ ｵﾏ（私は 1 時から 7 時まで寝た） 

尚、(ｬ)も時間の起点の一種である。私は 10 年前に最後に彼に会った。ここが待ち時間の起

点である。それから 10年間、今に至るまで彼に会っていない。それを表すのが(ｬ)である。 

(ｬ) ﾉｵ ﾉｲｱ┤ﾌｲ ﾄﾉ ﾌﾄ ｲﾏｵﾉ ｴﾉﾄ（10 年ぶりに彼に会った） 

もしこれが(ｭ)になったら意味はどう変わるか。(ｭ)では 10 年前に少なくとも一度彼に会っ

たということしか述べていない。それから今日に至るまでについては何も触れていない。

だからその間に彼と会っていようといまいと問題にならない。だが(ｬ)では彼と 10 年の間に

一度も会っていない。そこが違いである。 

(ｭ) ﾉｵ ﾉｲｱ┤ﾉ ﾄﾉ ｴﾉ ｲﾏｵﾉ ｴﾉﾄ（10 年前、彼に会った） 

この違いは接続詞になっても変わらない。(ｮ)と(ｯ)では意味が違う。 

(ｮ) ｽﾉｿｵ ﾌﾄﾒｵ ｲﾏｵﾉ ｴﾉﾄ（10 年来の友人（今も友人）） 

(ｯ) ｽﾉｿｵ ｴﾉﾒｵ ｲﾏｵﾉ ｴﾉﾄ（少なくとも 10 年前は友人（今はどうか不明）） 

また、ﾏｵの変化を表す動詞の場合、ﾌﾄは前提や開始状況を表す。ﾁﾌｵとの違いは、ﾌﾄは変化に

対する開始状況のみを表す点である(ｧｦ)。 

(ｧｦ) ﾉｵ ｸﾉ┤ﾉ ｵﾌｸ ﾌﾄ ｽﾉﾀ ﾉﾄ ｽﾒﾀ（色を赤から黄色に変えた） 

。 

ｫ：ｲﾉ。 

。 

惕 

動詞が起こる場所を表す。随意格。 

ｲﾉが取る名詞は場所性を帯びているので、代名詞はｲﾏﾉで受ける。 

ｲﾉを取る動詞はｼﾉﾏｴ┤ﾒのように、物理的な動作を表す場合が最も多い。 

ｳﾉ┤ﾒのように、ﾏｵにｲﾉが来るものを取られる動詞はｲﾉを取れない。 

ﾉﾄ,ﾌﾄを取る動詞もｲﾉをまず取らない。取るとｲﾉはその動詞が起こった場所全体を表す。 



物理的な動詞(ｼﾉﾏｴ┤ﾒ）、心理的な動詞（ｴﾉｵ┤ﾒ）はｲﾉを取れる。 

観念的な動詞（ｷﾉｲ┤ﾒ）、関係を表す動詞（ｲﾌｲ┤ﾒ）はｲﾉを取りづらい。 

ｲﾉは物理的な空間を取る。メタファーやメトニミーなら人を場所化することもできる。 

アルティスのような抽象的な名詞も場所と捉えることができる。 

惕 

ｲﾉは動詞が起こる場所を表す。ｲﾉが取る名詞は場所性を帯びているので、代名詞はｲﾏﾉで受

ける。ｲﾉを取る動詞はｼﾉﾏｴ┤ﾒのように、物理的な動作を表す場合が最も多い。 

ただし、ｳﾉ┤ﾒのようにｲﾉが表すべきものをﾏｵがすでに表している動詞については、場所が

重複してしまうのでｲﾉの出番はない。 

また、ｲﾒ┤ﾒのようにﾉﾄがすでに終点という場所を表している場合も同様で、ｲﾉの出番はふつ

うない。更にﾄﾏｶ┤ﾒのようにﾌﾄが起点という場所を表している場合もｲﾉの出番はふつうない。 

厳密にいえば、ｲﾒ┤ﾒやﾄﾏｶ┤ﾒなど、ｲﾉ以外の格がﾏｵになっているものは、無理にｲﾉをつけよ

うと思えば付けることはできる。その場合、ﾉﾄやﾌﾄが終点や起点を表しつつ、ｲﾉはその移動

が起こった場所全体を表す(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾏｶ┤ﾉ ﾄﾉ ｲﾉ ﾉﾀｵﾉ（私はアルナで彼の元を去った） 

ｲﾉは動詞の行われた場所を表すが、言い換えればそれは動詞を行ったﾕﾄの場所を表す。ｴﾉｵ

┤ﾒのような心理動詞にせよｼﾉﾏｴ┤ﾒのような動作動詞にせよ、ﾕﾄは確かにどこかに存在するの

だから、取ろうと思えばｲﾉを取ることができる。 

ただ、アルカではｲﾉは必須格ではない。ﾕﾄがどこかに存在することなど分かっているので、

動詞を行った場所が特に問題視されるとき以外は随意格として現われない。そして、場所

が問題視されるかどうかは動詞ごとに傾向がある。つまり、ｲﾉを取りやすいものとそうで

ないものがある。 

ｼﾉﾏｴ┤ﾒのように物理的な動詞が最もｲﾉを取りやすい。ｴﾉｵ┤ﾒのような心理動詞のほうがｲﾉ

を取りにくい。また、ｲﾌｲ┤ﾒのような関係を表す静的な動詞や、ｷﾏｷ┤ﾒのような計算を表す

観念的で抽象的である静的な動詞はｲﾉを取りにくい。そもそも「似る」や「倍にする」と

いった動詞が場所を問題にするとは思えないので、これは当然のことといえよう。 

また、ｲﾉが取る場所自体はふつう「道」や「公園」などの物理的な空間である。だが、ｲﾉ

は空間ではない人間をも取ることができる。これは人間を場所化した用法で、多くは比喩

である(ｨ)。ここではｸﾌﾌﾀとは具体的にはﾀﾉ ﾒ ｸﾌﾌﾀのことである。ミールとミールの家の

隣接性によりメタファーが成立している。 



(ｨ) ﾉｵ ｲﾉｻ┤ﾌｴ ﾉﾄ ｱﾌ ｲﾉ ｸﾌﾌﾀ（ミールのところから君に電話をかけている） 

更に、ｲﾉは非物理的で抽象的なものを空間として取ることができる(ｩ)。また、(ｩ)は(ｪ)と

も言える。アルティスは宗教という非物理的で抽象的なものであるが、(ｩ)では空間と取ら

れている。(ｩ)のﾉﾀｱﾌｴはアルティスそのものではなく、アルティスが成す世界としての場

所を指している。それに対して(ｪ)のﾉﾀｱﾌｴはアルティスそのものである。尚、(ｪ)のほうが

頻度が高い。 

(ｩ) ｲﾉ ﾉﾀｱﾌｴ,ﾕ ｴﾏﾌ┤ﾒ（アルティスの世界では誰もそんなことしない） 

(ｪ) ｱﾏｱ ﾉﾀｱﾌｴ,ﾕ ｴﾏﾌ┤ﾒ（アルティスでは誰もそんなことしない） 

。 

ｬ：ﾌｸ,ﾌｸﾉ。 

。 

惕 

時点と時間を表す。 

時間量はﾌｸでなくｹﾕ。 

定量・不定量は取れない。指示・時刻・日付は取れる。 

ﾌｸは節や語も取れる。この場合、「～のとき」と訳して考える。 

ﾌｸはｴﾉ,ｴﾌなどと違って厳密に 1 つの時点、即ちその動詞が行われる時点しか指さない。 

時間が問題になりやすい過去の文やﾉｲｱ┤ﾒなどはﾌｸを取りやすい。 

時制が通時のときは時間が問題にならないのでふつうﾌｸを取らない。 

惕 

ﾌｸは時点を表す。時点はその動詞が起こる幅のない時を表す。ﾌｸﾉは時間を表し、その動詞

が起こる幅のある時を表す。例えば「7 時に」という場合は幅のない時なので時点であり、

「7 時間」という場合は幅のある時なので時間である。 

尚、時間量はﾌｸでは表せない。時間量はｹﾕ,ﾌｸﾉで表す。時間は時間量と同一視されること

が多いため、事実上ﾌｸは時点を表し、ｹﾕ,ﾌｸﾉが時間を表すといえる。 

ﾌｸ,ﾌｸﾉはその動詞が行われる時点や時間を表す。そもそも時間には下位区分がある。まず、

時分秒や日週月年という定量の時間がある。更に、すぐ、ずっとといった不定量の時間が

ある。また、昨日や今日や現在といった指示的な時間がある。また、時刻という時間と、

年月日という日付としての時間がある。 

このうち、ﾌｸが取れるのはその動詞が行われた長さを示すものではない。どれだけその動



詞が行われたかはｹﾕ,ﾌｸﾉが表す。ゆえに時間の長さを述べる定量や不定量は取れない(ｧ)。

だが指示的な時間と時刻と日付はその動詞がいつ行われたかを示すのでﾌｸが取れる(ｨ)。 

(ｧ)伃ﾉｵ ｶﾉｱ┤ﾉ ｱﾌ ﾌｸ ｲﾏ ｷﾒﾉ → ﾉｵ ｶﾉｱ┤ﾉ ｱﾌ ｹﾕ ｲﾏ ｷﾒﾉ（1 時間君を待った） 

(ｨ) ﾉｵ ﾉｲｱ┤ﾉ ｱﾌ ﾌｸ ｷﾉｴ（昨日君に会った） 

また、ﾌｸは時を表す語以外を取ることもできる。ﾌｸが節の場合もあるし、ﾌｸの後に名詞が

来ることもある(ｩ)(ｪ)。これは「～のとき」を補って考えるものである。 

(ｩ) ﾉｵ ﾉｲｱ┤ﾉｴ ﾄﾉ ﾌｸ ｱﾌ ｲﾉｻ┤ﾌ ﾉﾄ ﾉｵ（君が私に電話したとき、私は彼と会っていた） 

(ｪ) ﾄﾉ ﾉｱ ﾉｵｲ ﾌｸ ｸﾌｶ（彼女は子供のときは可愛かった） 

尚、時点を表すものはﾌｸの他にｴﾉ,ｴﾌなどがある。これらは「～前に」「～後に」という意

味で、基準となるある時点から時間的な距離を隔てた別のある時点を示す。だが、ﾌｸには

基準となる時間がない。 

むしろﾌｸそのものが基準となり、別の時点は存在しない。ﾌｸはｴﾉ,ｴﾌと違って 1 つの時点し

か問題にしない。これが相違点である。ﾌｸは純粋にその動詞が起こる時点という唯一の時

点を表すだけである。 

同じことはﾉﾄ,ﾌﾄにも言える。これらは時間の起点と終点を表す。起点と終点ということはﾉﾄ,

ﾌﾄは時間軸上で移動と方向を持つといえる。だがﾌｸには時間軸上の移動も方向もない。この

点でﾌｸはﾉﾄ,ﾌﾄとも異なる。 

また、ﾌｸは随意格である。ﾌｸを取りやすい動詞は時点が問題になりやすい動詞である。ﾉｲｱ

┤ﾒなどはﾌｸを取りやすい。また、過去の繋辞文も具体的にいつのことだか述べるためにﾌｸ

を取ることが多い。逆に時制が通時を取るときは時点が問題にならないのでﾌｸを取ること

はない(ｫ)。仮に(ｫ)の私が性転換をして男になった場合、通時でなくなるのでﾌｸが使える

(ｬ)。 

(ｫ) ﾉｵ ﾒｱ ｷﾉｵ 

(ｬ) ﾉｵ ﾉｱ ｷﾉｵ ﾌｸ ｸﾌｶ.ｱﾉﾄ ﾉｵ ﾌｱ ｷﾌｵ ﾌｸ ｱﾌﾁ 

。 

ｭ：ｲﾏｵ,ｲﾒｵ,ﾏｲ,ﾒｲ。 

。 

惕 

ｲﾏｵ 

その動詞を行う際に道具として利用するものを表す。 



抽具を取れる。節も取れる。 

人を取る場合、利用するという悪い意味はない。 

人を取る場合、上下関係や友好関係に関わらず使うことができる。 

ｲﾏｵは道具を表し、ﾏｲは随伴を表す。装身具は普通ﾏｲ。 

ｲﾒｵ 

道具として伴わないものを示す。 

「～なしで」と訳す。 

取るものはｲﾏｵと同じ。 

ﾏｲ 

随伴を表す。 

取るものはｲﾏｵと同じ。 

ﾒｲ 

随伴しないものを表す。 

詳細はﾏｲと同じ。 

惕 

ｲﾏｵは道具を表す。その動詞を行う際に道具として利用するものを表す。道具といっても金

槌のような有形物ばかりではない。空気のような無形物でも良いし、思考のような抽象で

も良いし、人のような有生を利用しても良い。人を取る場合、その人を利用するという悪

い意味ではない。その人の能力を役立てるという意味で、上下関係や友好関係に関わらず

使うことができる(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｶﾉｳｱ┤ﾉ ｲｵﾏ ｱﾕ ｲﾏｵ ｳﾉｳﾉｵ（先生（の助言）を使ってこの問題を解いた） 

また、ｲﾏｵは節を取ることもできる(ｨ)。 

(ｨ) ﾉｵ ｶﾉｳｱ┤ﾉ ｲｵﾏ ｱﾕ ｲﾏｵ ｸﾒﾄｸﾉ ﾒｱ ｶﾌ ｶﾌﾉ（円周率が約 3 であることを利用してこの問

題を解いた） 

一方、ｲﾒｵは道具として伴わないものを示す。「～なしで」と訳す(ｩ)。意味はｲﾏｵの反対であ

るが、取るものはｲﾏｵと同じである。つまり、物や人も取れるし節も取れる。 

(ｩ) ﾉｵ ｽﾏｸ┤ﾉ ﾏｸﾌ ｲﾒｵ ｲﾒﾁ（鍵なしでドアを開けた） 

一方、ﾏｲはどうか。ｲﾏｵとﾏｲは意味が似ていて区別が難しい。ｲﾏｵは道具を表し、ﾏｲは随伴

を表す。そしてｲﾏｵもﾏｲも物・人・抽象・節を取ることができる。では両者の違いは何か。 

ﾉｵ ｲﾒ┤ﾒ ｲﾏｵ ﾄﾉというとき、彼は道具として考えられている。例えば彼が車を持っていてそ



れを使って運んでくれるというような場合である。前述のようにこれは彼を利用するとい

う悪い意味ではなく、あくまで中立的である。ゆえに、車で送ってくれたという場面でも

ｲﾏｵ ﾄﾉといえる。 

一方、ﾉｵ ｲﾒ┤ﾒ ﾏｲ ﾄﾉといった場合、彼は随伴者として考えられている。彼は私が行くこと

に対して付いて来る人である。彼が私を車などで送るという意味ではなく、単に一緒に行

く、付いて来るという意味である。 

このように、道具と見るか随伴者と見るかが両者の違いである。ところで、人の場合は随

伴者になることがすんなり分かるが、物の場合はどうだろうか。物が随伴するとはどうい

う意味か。ﾏｲが物を取る場合の随伴は付帯を表す。例えば装身具なら、身に付けていると

いう意味での付帯である(ｪ)。 

(ｪ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾌｴ ﾃﾉﾄ ﾏｲ ｾﾏﾄｴ（スニーカーを履いて山を歩いている） 

実は(ｪ)のﾏｲはｲﾏｵということもできる。その場合、何が違うか。ﾏｲの場合、ただスニーカ

ーを身に付けているということしか表さない。ﾏｲの場合、スニーカーはただの装身具であ

る。歩くという動作に付帯して付いて来るものにすぎない。 

ところがｲﾏｵの場合、スニーカーはﾏｲの場合よりも強く道具と見られる。山という悪路を歩

くのに使う道具としてのスニーカーである。ただの装身具ではなく、山を歩く道具だと見

なされる。サンダルのような歩きにくいものではなく、スニーカーという山登りに使える

道具であると見なされる。 

このように、物を取る場合でも、ｲﾏｵが道具でﾏｲが随伴という違いは生きている。また、こ

のことから、普段身に付けているものは道具でなく装身具なのでﾏｲで表すことがわかる。

このことは接続詞にも言えることである(ｫ)。 

(ｫ) ｷﾌﾉｵ ﾏｲﾒｵ ｴﾉｼ ｽﾉﾀ（赤い服を着た女の子） 

尚、ﾒｲは随伴しないものを表す。取るものはﾏｲと同じである。ｲﾒｵとの違いはﾏｲとｲﾏｵの違

いに等しい。だから「靴を履いていない少女」はｷﾌﾉｵ ﾒｲﾒｵ ﾄﾉｴﾄである。 

。 

ｮ：ｸﾉｵ,ｸﾌｵ。 

。 

惕 

ｸﾉｵ 

動詞が起こった原因を表す。 



抽具も節も取れる。 

強調しないかぎり他の格に後回しされる。 

ｸﾌｵ 

動詞が起こったことによる結果を表す。 

詳細はｸﾉｵと同じ。 

強調しないかぎり他の格に後回しされる。 

ｸﾉｵ,ｸﾌｵが共起した場合、ふつうｸﾉｵが先。 

惕 

ｸﾉｵは動詞が起こった原因を表す。 

尚、ｸﾉｵは抽具いずれも取れ、節も取れる(ｧ)(ｨ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｲﾏﾉ ｸﾉｵ ｱﾌ。 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｲﾏﾉ ｸﾉｵ ｱﾌ ｴﾏ┤ﾌ。 

逆にｸﾌｵは結果を表す。その動詞を行った場合の成り行きを表すのがｸﾌｵである。ｸﾌｵはｸﾉｵ

と違ってｲﾏｵと混同することはない。ｎ対語だからといって、ｲﾒｵと混同することもない。

他の詳細はｸﾉｵと同じである。 

尚、ｸﾉｵとｸﾌｵは様々な格の中で常に最後のほうに来る格である。ただし、強調の際は文頭

に持って来ることができる。いずれにせよ基本語順ではｸﾉｵ,ｸﾌｵは最後のほうに来る格であ

る。ちなみにｸﾉｵとｸﾌｵが共起した場合、ふつうｸﾉｵが先行する(ｩ)。状況によってはｸﾌｵが先

のこともある(ｪ)。 

(ｩ)の場合、「君」が望んだのは彼が落ちることだけである。そしてそれによって彼は死んだ。

「君」は彼が死ぬことまで願っていなかったかもしれない。だが(ｪ)の場合、彼が落ちて死

ぬことを丸々「君」は望んでいた。この点で両者は意味が異なる。だが、特にニュアンス

が変わらなければふつうｸﾉｵが先行する。 

(ｩ) ﾄﾉ ｸﾒｱ┤ﾉ ﾌﾄ ﾁﾏｲｱ ﾉﾄ ﾉｲﾏ ｸﾉｵ ｱﾌ ﾄﾉｳ┤ﾌ ｱﾕ ｸﾌｵ ﾄﾉ ｶﾏﾀｱ┤ﾌ（君が望んだから、彼は頂上

から地面に飛び降りて死んだよ） 

(ｪ) ﾄﾉ ｸﾒｱ┤ﾉ ﾌﾄ ﾁﾏｲｱ ﾉﾄ ﾉｲﾏ ｸﾌｵ ﾄﾉ ｶﾏﾀｱ┤ﾌ ｸﾉｵ ｱﾌ ﾄﾉｳ┤ﾌ ｱﾕ（同上） 

。 

ｯ：ﾁﾉｵ,ﾁﾌｵ。 

。 

惕 



ﾁﾉｵ 

その動詞を行う目的を表す。語も節も取れる。抽具いずれも取れる。 

ｸﾉｵはすでに真であることを表す。ﾁﾉｵはこれから真にすることを表す。 

ふつう未来を表すが、現在や過去を表すこともある。 

惕 

ﾁﾌｵ 

最初の開始状況を表すものであるといえる。 

ある動詞を行ったとき、どういう状況で行い始めたのかを表す。 

ﾁﾉｵと違ってｸﾉｵとの混同は起こらない。 

日付などの時点はﾌｸ、21 歳からはﾌﾄなど、ﾁﾌｵを取らない開始状況もある。 

惕 

ﾁﾉｵはその動詞を行う目的を表す。語も節も取れる。抽具いずれも取れる。何のためにその

動詞を行うかというのは目的であるが、理由にも近い。よってﾁﾉｵとｸﾉｵは混同しやすい。

ではどう区別するか。 

ｸﾉｵの場合、ｸﾉｵの内容はすでに真である。少なくともその話者の中では真である。(ｧ)の場

合、私が大学生であることは少なくとも話者の中では真、或いは真のつもりである。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾒ ｷﾒﾄｲﾉ ｸﾉｵ ﾉｵ ﾒｱ ｸﾌｷﾒﾉｵ（大学生なので学校へ行く） 

だがﾁﾉｵの場合、ﾁﾉｵの内容はまだ偽である。今は偽であることをこれから真に変えるべく、

その動詞を行う。それを表すのがﾁﾉｵである。(ｨ)の場合、「私が未来に大学生であること」

は今の時点では偽である。それを真に変えるため、つまりいずれ大学生になるために私は

学校へ行くという動詞を行っている。 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾒ ｷﾒﾄｲﾉ ﾁﾉｵ ﾉｵ ﾏｱ ｸﾌｷﾒﾉｵ（大学生になるために学校へ行く） 

ﾁﾉｵは目的で、これから叶えようとするものである。 

ｸﾉｵは未来も取れる(ｩ)。私は自分が父になることを確信しているので、未来のことでも理由

に取れる。 

(ｩ) ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾌ ﾉｳﾏｲﾏｵ ｸﾉｵ ﾉｵ ﾏｱ ﾄﾉﾒ（父になるからおもちゃを買っておく） 

頻度は未来より低いが、ﾁﾉｵが現在や過去を表すことがある(ｪ)(ｫ)。(ｪ)は落第しないよう

に勉強する場合で、ﾁﾉｵは現在を表す。 

(ｫ)はタイムマシンのパラドクスについて述べた例だが、かなり特殊である。私はタイムマ

シンを使って過去に戻り、父を殺し、父が自分の親でなかったことにする――という意味



である。「彼が私の父でなかったこと」は過去のことなのでﾁﾉｵは過去を取るが、殺すこと

は私にとってはこれからのことなので未来である。 

(ｪ) ﾉｵ ｷﾒﾄ┤ﾌ ﾉﾄｷ ﾁﾉｵ ﾉｵ ﾌｱ ｸﾌ ｸﾌｷﾒﾉｵ（大学生であり続けるために数学を勉強する） 

(ｫ) ﾉｵ ｴﾒｱ┤ﾏ ｲﾏｱ ﾄﾉﾒ ﾒ ｵﾏｴ ﾁﾉｵ ﾄﾉ ﾉｱ ﾏｴ ｸﾉ ﾄﾉﾒ ﾒ ﾉｵ（私は彼が私の父でなかったよう

にするために自分の父を殺しにいく） 

ﾁﾌｵは開始状況を表す。目的の反対である。目的とは、ある動詞を行ったことで発生させた

い最終的な終了状況である。(ｨ)では、私は学校へ行くことによって大学生になるという最

終的な状況を発生させたい。この最終的な終了状況こそが目的である。 

ということはﾁﾌｵは反対に、最初の開始状況を表すものであるといえる。ある動詞を行った

とき、どういう状況で行い始めたのかを表すのがﾁﾌｵである(ｬ)。 

(ｬ) ﾉｵ ｳﾉｳ┤ﾉ ﾉﾀｲﾉ ﾉﾄ ﾄﾉ ﾁﾌｵ ﾄﾉ ｴﾒ┤ﾌｵ ﾕ（無知の状態から彼にアルカを教えた） 

尚、開始状況といっても、日付などの時点はﾌｸの専門であるから時点のときはﾌｸを使う。

また、「21 歳から」のように年齢を表す場合、ﾌﾄを使う。ﾁﾌｵが表すのは(ｬ)のようなそれ以

外の開始状況である。それ以外とは例えば開始時点での所持金を表したり、ゲームの初期

設定を表したりと多彩である。 

。 

ｧｦ：ｷﾌｵﾉ,ｷﾌｵﾌ。 

。 

惕 

ｷﾌｵﾉ 

利益の受取人を表す。 

「～のために」と訳すため、ﾁﾉｵと混同しがち。だが、ﾁﾉｵは利益を表さない。 

ｷﾌｵﾉは利益の受取人なので、ふつう人を取る。 

人、動物、植物、無生、抽象の順でｷﾌｵﾉを取りやすい。抽象は低頻度。 

ｷﾌｵﾌ 

損害を表す。 

詳細はｷﾌｵﾉと同じで、利益が損害に変わっただけである。 

惕 

ｷﾌｵﾉは利益の受取人を表す。「～のために」と訳すため、ﾁﾉｵと混同しがちである。ではﾁﾉｵ

との違いは何か。ﾁﾉｵは目的であって利益は表さない。よってｷﾌｵﾉ ﾄﾉといえば彼は確実に何



らかの利益を受けるが、ﾁﾉｵ ﾄﾉといえば彼は利益を受けるかどうかは分からない。ﾁﾉｵ ﾄﾉの

場合、彼はただの目的である。 

(ｧ)の場合、私がここに来たことによって彼は助けられたりといった何らかの利益を受ける。

(ｨ)の場合、私がここに来た目的が彼である。最も一般的な解釈をすれば彼に会いにきたと

いう意味である。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒｱ┤ﾌｵ ｲﾏﾉ ｷﾌｵﾉ ﾄﾉ 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒｱ┤ﾌｵ ｲﾏﾉ ﾁﾉｵ ﾄﾉ 

ｷﾌｵﾉは利益の受取人なので、ふつう人を取る。節は生きていないので得を感じない。人や

動植物、せいぜい無生までしか取らない。抽象を取るのは例が少ない。(ｩ)で、ﾉﾀｱﾌｴは宗

教なので抽象だが、ｷﾌｵﾉを取っている。私がこれを言ったことによってアルティスにとっ

て何か都合の良いことが起きたという意味である。 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾕ┤ﾉ ｱﾕ ｷﾌｵﾉ ﾉﾀｱﾌｴ（私はアルティスのためにこれを言った） 

逆にｷﾌｵﾌは損害を表す。詳細はｷﾌｵﾉと同じで、利益が損害に変わっただけである。 

。 

ｧｧ：ｱﾏﾄ,ｱﾒﾄ,ﾀﾏｳ,ﾀﾒｳ。 

。 

惕 

ｱﾏﾄ 

和合と順側を表す。 

従事や服従も表す。 

順側とは逆側の反対で、逆でない同じ側という意味。 

ｱﾒﾄ 

不服従と逆側を示す。 

不服従は抵抗や反抗なども表す。 

ｱﾒﾄの逆側はｱﾏﾄの反対で、対立する 2者のうち、焦点が当たっていないほうを指す。 

ﾀﾏｳ 

味方を表す。 

ﾀﾒｳ 

敵対を表す。 

惕 



ｱﾏﾄは和合と順側を表す。和合は従事や服従も表す。順側とは逆側の反対で、逆でない同じ

側という意味である。 

一方、ﾀﾏｳは味方を表す。ﾕﾄはﾀﾏｳの味方としてその動詞を行うという意味である。このつ

まり、ｱﾏﾄは服従だが、ﾀﾏｳは味方である。 

(ｧ)の場合、私がこう言ったのは彼に命令されたからである。私は彼に服従している。(ｨ)

の場合、私がこう言ったのは彼に味方してやろうと考えたからである。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾕ┤ﾉ ｱﾕ ｱﾏﾄ ﾄﾉ 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾕ┤ﾉ ｱﾕ ﾀﾏｳ ﾄﾉ 

また、ｱﾏﾄが表す順側は同じ側の意味である。エルトとサールのように対立する 2 者のうち、

エルトに焦点が置かれているとき、エルトに味方する場合、ﾕﾄはエルトと同じ側に立つので

ｱﾏﾄを使う。しかし、このｱﾏﾄは服従と取ることもできる(ｩ)。 

(ｩ) ﾒﾄｷﾀﾒﾌｵ ｶﾉｴ┤ﾉ ﾉﾀｹﾒｴ ｱﾏﾄ ﾒﾀｱ 

明らかに服従でないといえる場合はｱﾏﾄが有生でないときである(ｪ)。学校の向かいに店があ

り、私は学校側に立っているとき、(ｪ)のようにいう。 

(ｪ) ﾉｵ ｴｲﾉｵ┤ﾌｵ ｱﾏﾄ ｷﾒﾄｲﾉ 

逆に、ｱﾒﾄは不服従と逆側を示す。不服従は抵抗や反抗なども表す。 

一方、ﾀﾒｳは敵対を表す (ｪ)は彼に言うなと命令されたのに言った場合で、抵抗である。或

いは彼に抵抗するために言ったものである。(ｫ)は彼に敵対して言う場合である。 

(ｪ) ﾉｵ ｲﾕ┤ﾉ ｱﾕ ｱﾒﾄ ﾄﾉ。 

(ｫ) ﾉｵ ｲﾕ┤ﾉ ｱﾕ ﾀﾒｳ ﾄﾉ。 

また、ｱﾒﾄの逆側はｱﾏﾄの反対で、対立する 2 者のうち、焦点が当たっていないほうを指す。

学校の向かいに道があって、学校から見て彼が道に立っている場合、(ｬ)である。 

(ｬ) ﾄﾉ ｴｲﾉｵ┤ﾌｵ ｱﾒﾄ ｷﾒﾄｲﾉ 

。 

ｧｨ：ﾏﾄ,ｴﾉﾄｸ,ｴﾌﾄｸ,ｱﾌﾉ。 

惕 

その動詞が起こる条件を表す。話者が考える条件が成立する確率の高さによってこれらを

使い分ける。 

ﾏﾄ 

確率は中立的。純粋に「もし～なら」という条件。 



ｴﾉﾄｸ 

高確率。恐らくそうなるだろう条件。 

ｴﾌﾄｸ 

低確率。恐らくそうならないだろう条件。 

ｱﾌﾉ 

反実仮想。そうでないと分かっていながらも、もしそうだったらと仮定する条件。 

惕 

これらはすべてその動詞が起こる条件を表す。話者がどのくらいの確率でその条件が成立

すると考えているかによってこれらを使い分ける。ﾏﾄは最も一般的で、条件が成立するかど

うかは中立的である。とりわけ高確率とも低確率とも考えていない。 

ｴﾉﾄｸは積極条件といい、高確率で条件が成立する、或いはもう半ば成立した条件と考えてい

る場合に使われる。 

ｴﾌﾄｸは消極条件といい、ｴﾉﾄｸとは逆に低確率を表す。恐らくそうならないだろうという目算

があるときに使う。 

ｱﾌﾉはｴﾌﾄｸより消極的で、反実仮想である。つまり、現実にはありえないと考えていながら

それでももしそうだったらと考える場合に使う。即ち事実に反する仮定である。ｱﾌﾉの場合、

話者はその条件が偽であることを知っている。 

以上に基づいて、用例を挙げる(ｧ)(ｨ)(ｩ)(ｪ)。 

(ｧ) ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾏ ﾒｴｵ ﾏﾄ ﾒｴｲ（雨なら傘を買うだろう） 

(ｨ) ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾏ ﾒｴｵ ｴﾉﾄｸ ﾒｴｲ（恐らく雨だろうから、傘を買おう） 

(ｩ) ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾏ ﾒｴｵ ｴﾌﾄｸ ﾒｴｲ（恐らく雨は降らないだろうが、もし降ったら傘を買おう） 

(ｪ) ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾏ ﾒｴｵ ｱﾌﾉ ﾒｴｲ（（晴天を見つつ）雨が降るはずないが、もし降れば傘を買おう） 

。 

ｧｩ：ｱﾏｱ,ｱﾒｱ,ﾄﾏｳｱ,ﾄﾒｳｱ,ｴﾄﾒ。 

惕 

ｱﾏｱ 

有縁を表す。つまり、その動詞にとって関係のあるものを示す。 

「～について」や「～にとって」などと訳すことが多い。 

ｱﾒｱ 

無縁を表す。その動詞と関連性のないものを指す。 



「～について関係なく」「～とは無縁で」「～以外には」なとと訳す。 

ﾄﾏｳｱ 

範囲内を示す。その動詞はﾄﾏｳｱの範囲内で真である。 

範囲は抽具いずれでも良いが、ふつう何らかの集合を取る。 

ﾄﾒｳｱ 

範囲外を表す。 

その動詞はﾄﾒｳｱの範囲外で真である。 

ｴﾄﾒ 

視点や観点を指す。「～にとって」「～から見て」。 

惕 

ｱﾏｱは有縁を表す。つまり、その動詞にとって関係のあるものを示す。「～について」や「～

にとって」などと訳すことが多い。 

ﾉｵ ｹﾉﾄ┤ﾉ ﾄﾉと言う場合、単に私が彼を助けたとしか言っていない。これでは意味が漠然とし

ていてどう助けたのか分からない。具体的な内容を述べるならｾﾕﾄを使うが、何に関して助

けたのか大雑把なガイドラインを提示する場合、ｱﾏｱを使う(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｹﾉﾄ┤ﾉ ﾄﾉ ｱﾏｱ ﾀﾉｷﾒﾄ（宿題について彼を助けた） 

また、ｱﾕ ﾒｱ ｳﾒｻといえば、これが難しいと漠然と言っているにすぎない。掛け算は 5歳の

子供には難しいが、大人には簡単である。ｱﾕ ﾒｱ ｳﾒｻだけでは誰に関係して難しいのかまで

は分からない。そのようなときもｱﾏｱやｴﾄﾒを使う(ｨ)。 

(ｨ) ｱﾕ ﾒｱ ｳﾒｻ ｴﾄﾒ[ｱﾏｱ] ﾉｵ（私にとってこれは難しい） 

一方、ﾄﾏｳｱは範囲内を示す。その動詞はﾄﾏｳｱの範囲内で真である。範囲は抽具いずれでも良

いが、ふつう何らかの集合を取る。ｱﾏｱと違って、「～にとって」という意味はない。ゆえ

に(ｩ)は非文である。ﾄﾏｳｱは(ｪ)のように使う。 

(ｩ)伃ｱﾕ ﾒｱ ｳﾒｻ ﾄﾏｳｱ ﾉｵ。 

(ｪ) ｱﾕ ﾒｱ ｳﾒｻ ﾄﾏｳｱ ｲｵﾏ（問題の中でこれが難しい） 

繋辞文の場合、ﾕﾄはﾄﾏｳｱという集合の成員である(ｪ)。「これ」は「私」の成員ではないから

(ｩ)は非文である。また、繋辞文でない場合はどうか。この場合(ｫ)(ｬ)で分かるとおり、ﾕﾄ

でなくﾏｵがﾄﾏｳｱの成員であるか、ﾄﾏｳｱの範囲内に存在する。 

(ｫ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ｻﾏｵ ﾄﾏｳｱ ｴﾏｲﾄ（公園内の道を歩いた） 

(ｬ) ﾉｵ ｶﾉｳｱ┤ﾉ ｲｵﾏ ﾄﾏｳｱ ｷﾄﾒﾌ ｽﾉﾀ（赤いページの範囲の問題を解いた） 



一方、ｱﾒｱは無縁を表す。その動詞と関連性のないものを指す。「～について関係なく」「～

とは関係なしに」「～とは無縁で」「～とは無関係で」「～以外には」などと訳す。詳細はｱﾏ

ｱと同じである(ｭ)。(ｭ)は宿題以外のことについて彼を助けたということである。例えば宿

題でなく予習を手伝ってやったりすることである。 

(ｭ) ﾉｵ ｹﾉﾄ┤ﾉ ﾄﾉ ｱﾒｱ ﾀﾉｷﾒﾄ（宿題とは関係なしに彼を手伝った） 

一方、ﾄﾒｳｱは範囲外を表す。詳細はﾄﾏｳｱと同じである。その動詞はﾄﾒｳｱの範囲外で真である

(ｮ)。 

(ｮ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ｻﾏｵ ﾄﾒｳｱ ｴﾒｲﾄ（庭の外の道を歩いた） 

。 

ｧｪ：ｹﾕ,ｱﾉﾄﾉ,ﾀﾉｴ。 

。 

惕 

ｹﾕ 

量を表す。具体的には数量と時間量を表す。 

数量は重さ、長さ、数など、数の量なら何でも取れる。 

単位を表す場合、数量の後に単位を述べる。 

量がｧ単位量のとき、ｲﾏは省略できる。 

回数だけはｹﾕでなくﾀﾉｴで表す。 

時間量を表す場合、日付のような時点ではなく、時分秒などの時間を取る。 

夏休みの間というような場合、ふつう期間のｷﾄﾏを使い、ｹﾕは避ける。 

具体的な量を表す語だけでなく、節で表された量も表せる。 

ｱﾉﾄﾉ 

単位を表す。 

普段はｹﾕで代用するが、ｹﾕが節を取るとき役に立つ。 

ﾀﾉｴ 

動詞の行われる回数を表す。 

回数が数えられない動詞には付かない。 

意外と多くの動詞が数えられる。ｴﾉｵ┤ﾒも数えられる。 

ﾀﾉｴを単位として名詞にすればﾀﾉｴでなくｹﾕを使って回数を表せる。 

惕 



ｹﾕは量を表す。具体的には数量と時間量を表す。数量は重さ、長さ、数など、数の量なら

何でも取れる。単位を表す場合、数量の後に単位を述べる。単位はメルバのような公的な

ものでも良いし、コップ 1 杯でも良い。また、量がｧ単位量のとき、ｲﾏは省略できる(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｳﾒｵ┤ﾉ ｶﾒﾄｹ ｹﾕ ｻﾉｻ（コップ 1杯の酒を飲んだ） 

尚、回数だけはｹﾕでなくﾀﾉｴで表す(ｨ)。どうしてもｹﾕを使いたければﾀﾉｴを単位にして表す

(ｩ)。ﾀﾉｴも単位であるから、ｧ回の場合、ｲﾏは省略できる(ｪ)。ゆえにこれは格詞の重複で

はない。 

(ｨ)伃ﾄﾉ ｴﾏｵｱ┤ﾉ ﾉｵ ｹﾕ ｱﾉ → ﾄﾉ ｴﾏｵｱ┤ﾉ ﾉｵ ﾀﾉｴ ｱﾉ 

(ｩ) ﾄﾉ ｴﾏｵｱ┤ﾉ ﾉｵ ｹﾕ ｱﾉ ﾀﾉｴ 

(ｪ) ﾄﾉ ｴﾏｵｱ┤ﾉ ﾉｵ ｹﾕ ﾀﾉｴ 

時間量を表す場合、日付のような時点ではなく、時分秒などの時間を取る。定量・不定量

のどちらでも良い(ｫ)。 

(ｫ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ｲﾏﾉ ｹﾕ ｱﾉ ｷﾒﾉ 

夏休みの間というような場合、ふつう期間のｷﾄﾏを使い、ｹﾕは避ける(ｬ)。時間量のｹﾕは日や

分秒などを表すのに多く使われる。 

(ｬ) ﾉｵ ｷﾒﾄ┤ﾉ ﾉﾄｷ ｷﾄﾏ ｲﾒｱﾌｷﾌｹ 

また、ｹﾕは具体的な量を表す語だけでなく、節で表された量も表せる。数量も時間量もで

ある(ｭ)(ｮ)。 

(ｭ) ﾉｵ ｳﾏｵ┤ﾉ ｺﾒｴﾄ ｹﾕ ﾉｵ ｳﾉｱ┤ﾌ ｱﾕ（私がそれを必要とする分だけキャベツを食べた＝必

要なだけキャベツを食べた） 

(ｮ) ﾉｵ ﾌｵ┤ﾉ ﾄﾉ ｹﾕ ﾉｵ ｴﾏ┤ﾌﾄ ﾄﾉ（私は見たいだけ彼を見た） 

尚、(ｭ)(ｮ)は単に(ｯ)(ｧｦ)に言い換えることもできる。 

(ｯ) ﾉｵ ｳﾏｵ┤ﾉ ｺﾒｴﾄ ｹﾕ ｳﾉｱ 

(ｧｦ) ﾉｵ ﾌｵ┤ﾉ ﾄﾉ ｹﾕ ﾄﾉｳ 

ところで、ｹﾕで表す数の後に単位を付ければ単位を表すことができた。だが、そうしなく

てもｱﾉﾄﾉという格詞を使えば単位を表すことができる。(ｧｧ)と(ｧｨ)は同義である。 

(ｧｧ) ﾉｵ ﾌｵ┤ﾉ ﾄﾉ ｹﾕ ｱﾉ ｷﾒﾌ 

(ｧｨ) ﾉｵ ﾌｵ┤ﾉ ﾄﾉ ｹﾕ ｱﾉ ｱﾉﾄﾉ ｷﾒﾌ 

(ｧｧ)のほうが簡単であるため、ふつうは(ｧｧ)の言い方をする。単位を数の後に付けられる

のだからｹﾕさえあればｱﾉﾄﾉは要らない気がする。ところがそうとも限らない。ｱﾉﾄﾉはｹﾕが具



体的な数を取るときには確かに役に立たない。ところがｹﾕが節を取るとき、役に立つ。(ｧｩ)

はゲームのルール説明などで使われるような例である。 

(ｧｩ) ｱﾌ ｻﾉｲ┤ﾒﾄ ｾﾒｴ ｹﾕ ﾉﾄｳ ﾒｸﾉ ｱﾌ ﾉﾂ┤ﾌ ｲﾏｵ ﾁﾉｵﾄ ｱﾉﾄﾉ ｷﾒﾏ（君がサイコロを投げて示した

目の秒数だけ、君はコースを進むことができる） 

一方、ﾀﾉｴは回数を表す。その動詞を何度行ったかを表す(ｧｪ)。勿論、回数が数えられない

行為には使えない。ただ、ｴﾉｵ┤ﾒは一度好きになってそうでなくなって、また再燃するとい

うことが考えられるので、回数がある。意外に多くの動詞が数えられるので注意。 

(ｧｪ) ﾄﾉ ｴﾏｵｱ┤ﾉ ﾉｵ ﾀﾉｴ ｱﾉ（彼は 2回私を撫でた） 

もしﾀﾉｴの代わりにｹﾕを使う場合、(ｧｫ)のようにいう。つまり、ﾀﾉｴを単位として名詞にす

るわけである。 

(ｧｫ) ﾄﾉ ｴﾏｵｱ┤ﾉ ﾉｵ ｹﾕ ｱﾉ ﾀﾉｴ 

。 

ｧｫ：ﾄﾒｳ。 

。 

惕 

ﾄﾒｳは同格の格詞である。 

ｹﾒﾄは同格の接続詞である。 

ﾄﾒｳはｹﾒﾄと違って格詞なので格組に入ることができる。 

格組の中にﾄﾒｳを含む動詞は決まっていて、量はそう多くない。 

ﾒｴｱ┤ﾒ,ﾉｵｳ┤ﾒ,ﾂﾉﾄ┤ﾒなどがそうである。 

いずれも「ﾏｵをﾄﾒｳに決める」という共通意義を持つ。 

ﾉｵ ﾉｵｳ┤ﾒ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｱﾌｲｵﾏとﾉｵ ﾉｵｳ┤ﾒ ﾄﾉ ｹﾒﾄ ｱﾌｲｵﾏでは意味が異なる。 

惕 

ﾄﾒｳは同格の格詞である。ｹﾒﾄは同格の接続詞である。品詞が違う。 

ﾄﾒｳは格詞なのでその動詞が取る何かの必須格との同格を表す。具体的にはﾏｵとの同格を表

す。 

ﾄﾒｳはｹﾒﾄと違って格詞なので格組に入ることができる。格組の中にﾄﾒｳを含む動詞は決まって

いて、量はそう多くない。ﾒｴｱ┤ﾒ,ﾉｵｳ┤ﾒ,ﾂﾉﾄ┤ﾒなどがそうである。いずれも「ﾏｵをﾄﾒｳに決め

る」という共通意義を持つ。ﾒｴｱ┤ﾒの場合は名前決定であるし、ﾉｵｳ┤ﾒの場合は呼び方決定

であるし、ﾂﾉﾄ┤ﾒの場合は決定そのものを表す。 



このように、何らかの決定に関わる動詞にﾄﾒｳを取るものが多い。他にもﾂﾉｻ┤ﾒなどがある。

いずれもﾏｵをﾄﾒｳと同格で決定するという共通意義を持つ。 

ｹﾒﾄとの違いは接続詞か否かということだが、具体的に意味はどのように違うのか。(ｧ)では

私は彼をティクノと呼ぶだけであり、私にとっての呼び名がティクノというだけである。

実際にティクノかどうかは不明である。ふつう本名が来るが、あだ名も来ることがあるか

ら、その場合は本名ではない。 

ところが(ｨ)の場合、私はティクノである彼を呼んだという意味である。この場合、彼は確

実にティクノである。 

(ｧ) ﾉｵ ﾉｵｳ┤ﾒ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｱﾌｲｵﾏ（彼をティクノと呼ぶ） 

(ｨ) ﾉｵ ﾉｵｳ┤ﾒ ﾄﾉ ｹﾒﾄ ｱﾌｲｵﾏ（私はティクノである彼を呼んだ） 

 また、ﾏｵが長くてﾉﾄが短い場合、ﾏｵをｱﾕにして実際の内容を繰り越すことがある。その繰

り越しを受けるのがﾄﾒｳである(ｩ)。 

(ｩ) ﾉｵ ｷﾌｱ┤ﾉ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｺﾌﾄ ﾉｵ ｱﾏｹ┤ﾌｵ（彼に持っていた金を渡した） 

。 

ｧｬ：ｾﾕﾄ,ｲﾏｵｱ,ｲﾒｵｱ。 

。 

惕 

ｾﾕﾄ 

内容格。その動詞の具体的な内容を述べる。 

ふつう節が来るが、語も来られる。 

「～することによって」などと訳す。 

ｾﾕﾄでは主節の動詞の具体的な内容を述べるので、全体としては独立した1つの行為である。 

ｲﾏｵｱ,ｲﾒｵｱ 

同時格。その動作を行うのと同時に行う内容が来る。 

ふつう節が来るが。語もこられる。 

「～しながら」などと訳す。 

ｲﾏｵｱは主節の動詞と同時に起こる別の行為である。ゆえに全体として 2 つの行為である。 

ｲﾒｵｱはその否定で、「～しないながら」。 

惕 

ｾﾕﾄは内容格である。その動詞の具体的な内容を述べる。ふつう節が来る。ﾉｵ ｹﾉﾄ┤ﾉ ﾄﾉは彼



を助けたという意味だが、これだけだとどう助けたのか分からない。そこで助けた内容を

具体的に述べるのがｾﾕﾄである(ｧ)。ｾﾕﾄは通常、「～することによって」などと訳す。 

(ｧ) ﾉｵ ｹﾉﾄ┤ﾉ ﾄﾉ ｾﾕﾄ ﾉｵ ｳﾉｳ┤ﾌ ﾉﾄｷ（数学を教えることによって彼を助けた） 

尚、ｾﾕﾄは語を取ることもある(ｨ)。 

(ｨ) ﾉｵ ｹﾉﾄ┤ﾉ ﾄﾉ ｾﾕﾄ ｳﾉｳ（教えることによって彼を助けた） 

ところで(ｧ)において、ｳﾉｳ┤ﾒはｹﾉﾄ┤ﾒの具体的な内容である。つまりｳﾉｳ┤ﾒはこの例ではｹﾉﾄ

┤ﾒの一種であり、ｳﾉｳ┤ﾒはｹﾉﾄ┤ﾒと別物ではない。ということは私がした動作は「助けた」

だけである。そしてその具体的な内容が「教えた」である。「助けた」と「教えた」は別々

の行為ではない。これを踏まえてｲﾏｵｱへ行く。 

ｲﾏｵｱは同時格である。その動作を行うのと同時に行う内容が来る。やはりふつう節が来る

(ｩ)。だが、語も来ることができる(ｪ)。「～しながら」などと訳す。 

(ｩ) ﾉｵ ﾄﾉｹ┤ﾉ ｹﾉｶﾒ ｲﾏｵｱ ﾌｵ┤ﾌ ｱﾒﾌｲ（テレビを見ながら料理した） 

(ｪ) ﾉｵ ﾄﾉｹ┤ﾉ ｹﾉｶﾒ ｲﾏｵｱ ｱｳﾉｲ（おしゃべりしながら料理した） 

では、ｲﾏｵｱとｾﾕﾄの違いは何か。ｲﾏｵｱは主節の動詞と同時に起こる別の行為である。先に述

べたとおり、ｾﾕﾄは 1 つの動作しか表さない。「助けた」と「教えた」は別の行為ではない。

ところが(ｩ)の「料理した」と「見た」は別々の行為である。この点がｲﾏｵｱとｾﾕﾄの違いであ

る。 

。 

ｧｭ：ｾﾕｵ,ｲﾉｲ,ｲﾌｲ,ｲﾏｲ,ｲﾒｲ。 

。 

惕 

 抽具取れる。節も取れる。ふつう有生、特に人を取る。 

ｾﾕｵ 

抽具取れる。節も取れる。ふつう有生、特に人を取る。 

非現実の様態比況を表す。 

「～であるかのように」。 

ｲﾉｲ 

抽具取れる。節も取れる。ふつう有生、特に人を取る。 

「～と同じで」という意味である。 

現実の様態比況を表す。 



ｲﾌｲ 

抽具取れる。節も取れる。ふつう有生、特に人を取る。 

「～と似て」「～のように｣という意味である。 

現実の様態比況を表す。 

ｲﾏｲ 

抽具取れる。節も取れる。ふつう有生、特に人を取る。 

その動詞に対して類似性が低いものを表す。 

「～と違って」。 

ｲﾒｲ 

抽具取れる。節も取れる。ふつう有生、特に人を取る。 

その動詞に対して類似性が極めて低いか正反対。 

「～と反対に」。 

惕 

ｾﾕｵは非現実の様態比況を表す。「～であるかのように」と訳す(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｷﾉｳ┤ﾉ ﾄﾉ ｾﾕｵ ﾉｵ ﾄﾉｷ┤ﾌ ﾄﾉ（彼が好きであるかのように抱きしめた） 

(ｨ) ｸﾌｵﾉ ﾒｵ ﾒｱ┤ﾒｴ ｷﾉﾌ ｾﾕｵ（燃えるような花） 

ｾﾕｵは格詞だけでなく(ｨ)のように形容詞になったり、あるいは純詞などにもなるので注意

が必要である。 

一方、ｲﾉｲは「同じで」という意味である。現実の様態比況を表す。後述するｲﾌｲも現実の

様態比況を表す。これらは「～のような」と訳しても良い。 

ｲﾉｲは類似性が極めて高いか同一の場合にしか使えない。類似性が高い場合、「似ている」

或いは「同じように」ということでｲﾌｲを使う(ｩ)。 

(ｩ) ﾄﾕ ｴﾉｼ┤ﾌｵ ﾄﾕｴ ｲﾌｲ ﾒｱﾉ（彼女は姉と同じようにスカートを履いている） 

(ｩ)がもしｲﾉｲなら、姉もスカートを履いていることになる。だがｲﾌｲの場合、姉はスカート

に似たものを履いている。 

一方、ｲﾏｲは類似性の少ないことで、「異なって」という意味である。(ｪ)の場合、彼は私と

違って頭が良い。私は彼と異なるため、頭が少なくとも良くはない。ふつうかもしれない

し、悪いかもしれない。 

(ｪ) ﾄﾉ ﾒｱ ﾄﾒﾉｱ ｲﾏｲ ﾉｵ。 

また、ｲﾒｲは類似性が極めてないか正反対を表す。「～と反対で」という意味である。(ｪ)は



(ｫ)とも言い換えられるが、(ｫ)では私は彼と反対である。私は賢いの反対なので馬鹿である。

ｲﾏｲと違って、ｲﾒｲは反対を示すため、ふつうであるという解釈を許さない。 

(ｫ) ﾄﾉ ﾒｱ ﾄﾒﾉｱ ｲﾒｲ ﾉｵ。 

ｲﾉｲ～ｲﾒｲはこのように類似性を表す。ふつう有生の語を取るが、抽具でも良いし、節も取

れる(ｬ)。 

(ｬ) ﾉｵ ｴﾌｵ┤ﾒ ﾄﾉ ｲﾉｲ ｱﾌ ｴﾏ┤ﾒ（君が彼を嫌いなのと同じく私も彼が嫌いだ） 

。 

ｧｮ：ﾉﾄﾒ。 

。 

惕 

性質や役割を表す。 

「～として」と訳す。「父として」「教師として」など。 

語を取る場合、ﾕﾄの性質や役割を表す。 

節を取れば誰の役割か明示されるのでﾏｵなども表せる。 

ﾕﾄ節が長い場合、ﾕﾄを繰り越した代替の節になる。 

惕 

ﾉﾄﾒは性質を表す。「～として」と訳す。「父として」「教師として」など、ﾕﾄがその動詞を行

う際の自分の性質や役割を表す(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ﾂﾏｲ┤ﾉ ｸﾌﾒ ﾉﾄﾒ ﾄﾉﾒ（父として息子を叱った） 

尚、ﾉﾄﾒはﾏｵの役割は表せない。ゆえに「息子を子供として叱った」という場合、ﾉﾄﾒは使え

ない。ﾉﾄﾒはﾕﾄの動詞に対する性質を表す。(ｨ)では息子は私であり、彼という解釈はできな

い。 

(ｨ) ﾉｵ ﾂﾏｲ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄﾒ ｸﾌﾒ。 

また、主格節が長いときの代替節となる。(ｩ)ではｱﾕの内容が「私があの問題を解くこと」

に相当する。つまり主語を繰り越しているわけである。 

(ｩ) ｱﾕ ﾒｱ ｳﾒｻ ﾉﾄﾒ ﾉｵ ｶﾉｳｱ┤ﾌ ｲｵﾏ ﾄﾒ（私があの問題を解くのは難しい） 

。 

ｧｯ：ｶﾉﾀ,ｷﾄﾏ。 

。 

惕 



ｶﾉﾀ 

経路を表す。 

物理的・抽象的・時間的経路のいずれも取れる。 

抽象的な場合、辛い経験も甘い経験も隔てなく取れる。 

時間的な場合、短期で集中して行うというニュアンスを持つ。 

ｷﾄﾏ 

期間を表す。 

相は省略されやすい。 

ｶﾉﾀより長期で、小休止を入れつつ地道に行うというニュアンスを持つ。 

惕 

ｶﾉﾀは経路を表す。物理的な場所としての経路(ｧ)や、人生で経験した抽象的な経路を表す

(ｨ)。後者は「～を経て」と訳すことが多い。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｷﾒﾄｲﾉ ｶﾉﾀ ｻﾏｵ ｹﾒｲ（狭い道を通って学校へ行った） 

(ｨ) ﾉｵ ｶﾉｴｱ┤ﾉ ﾄﾉ ｶﾉﾀ ｱﾏﾄｳ ｲﾌｵ（辛い訓練を経て彼に勝った） 

日本語では「～を経て」はつらいことを表す場合が多い。「甘い生活を経て苦しい生活にな

った」よりも「つらい訓練を経て勝利した」のほうがしっくり来る。「経る」は移動を表す。

移動には労力がかかり、楽なことではない。そこから辛いことと結び付きやすいのだろう。 

だがアルカの場合は純粋に経路しか表さない。人生の経験も経路として捉えるだけで、つ

らいことを表しやすいという特徴はない。アルカに訳すときにつらいことばかりｶﾉﾀで書か

ないように注意が必要である(ｩ)。 

(ｩ) ﾉｵ ﾌｱ ｸﾉ ｲﾉｺ ｶﾉﾀ ﾄﾉｼ ｲﾉｵ（楽な仕事を経て金持ちになった） 

また、ｶﾉﾀは時間も経路に取ることができる。「～の間中」と訳すことが多い(ｪ)。 

(ｪ) ﾉｵ ｷﾒﾄ┤ﾉ ﾉﾄｷ ｶﾉﾀ ｷﾌｹ（休みの間中、数学を勉強した） 

一方、ｷﾄﾏはその動詞が行われる期間を表す。主節の動詞の相はふつう省略される(ｫ)。 

(ｫ) ﾉｵ ｷﾒﾄ┤ﾉ ﾉﾄｷ ｷﾄﾏ ｷﾌｹ（休みの間、数学を勉強した） 

ｶﾉﾀはその間中休まず行為をしているイメージで、ｷﾄﾏは期間内に休み休みしたというイメー

ジを持つ。無論、休まなくても良いが。ｶﾉﾀは元々経路を表すので、その経路をずっと抜か

さず通るわけだから、休まず行為をしているイメージに繋がる。ちなみに期間内に最低 1

度というのはｴﾏｶで表す。 

。 



ｨｦ：ﾒｸﾉ,ｱﾉｱ。 

。 

惕 

ﾒｸﾉ 

1 回量を表す。「～ずつ」と訳す。 

数量の後に単位を取れるし、単位をｱﾉﾄﾉに任せることもできる。 

節も取れる。 

ｱﾉｱ 

周期を表す。「～ごとに」と訳す。 

1 回が巡ってきてから次の 1 回が巡って来るまでの期間を表す。 

ｱﾉｱと同じく単位を後続できるし、ｱﾉﾄﾉに任せることもできる。 

不定の周期も表すことができる。 

惕 

ﾒｸﾉは 1 回量を表す。1 回における量を表すだけで、後はｹﾕと同じである。つまり数量の後

に単位を取れるし、単位をｱﾉﾄﾉに任せることもできる(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｳﾒｵ┤ﾉ ｶﾒﾄｹ ﾒｸﾉ ｸﾒﾄｼﾉ ﾌｸ ｹﾒｴﾒﾄ（毎日酒をｧメルバずつ飲んだ） 

ﾒｸﾉもまた節を取ることができる(ｨ)。 

(ｨ) ﾄﾉ ｷﾌｱ┤ﾉ ｺﾌﾄ ﾉﾄ ﾉｵ ﾒｸﾉ ﾉｵ ﾄﾉｳ┤ﾌ ｱﾕ（私が欲しい分ずつ、毎回彼は金をくれた） 

一方、ｱﾉｱは周期を表す。「～ごとに」と訳す。1回が巡ってきてから次の 1回が巡って来る

までの期間を表す(ｩ)。ｱﾉｱと同じく単位を後続できるし、ｱﾉﾄﾉに任せることもできる。やは

りｱﾉｱも節を取れる(ｪ)。 

(ｩ) ﾄﾉ ｳﾏｸ┤ﾉ ﾉｵ ｱﾉｱ ｱﾉ ｴﾒﾄ（1 日置きに彼は私のところへ来た） 

(ｪ) ﾄﾉ ｷﾌｱ┤ﾉ ｺﾌﾄ ﾉﾄ ﾉｵ ｱﾉｱ ﾄﾉ ｱﾉｷ┤ﾌ ｱﾕ（彼は金を得るたび私にくれた） 

尚、(ｩ)(ｪ)の大きな違いは周期が規則的か否かである。(ｩ)は 1 日置きと決まった周期であ

るが、(ｪ)は金が入り次第だからいつになるか分からない。ｱﾉｱはこのように、不定の周期

も表すことができる。 

また、ｱﾉｱは「5 日に 2日」というような複雑な周期も表すことができる(ｫ)。 

(ｫ) ﾉｵ ｳﾏｸ┤ﾉ ﾄﾉ ｱﾉｱ ｱﾉ ﾒ ﾄﾌ ｴﾒﾄ。 

。 

ｨｧ：ｵﾏｹ。 



。 

惕 

「相対的に」という意味である。「～と比べると」と訳す。 

相対化の基準としての比較対象を表す。 

繋辞文に多く使われる。繋辞文以外にも使える。 

集合を取って、「～としては」という意味を持つことがある。 

惕 

ｵﾏｹは「相対的に」という意味である。「～と比べると」と訳す。相対化の基準としての比

較対象を表す。繋辞文に多く使われる(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ﾒｱ ｴﾏﾀ ｵﾏｹ ｴﾉﾌｸ（私はクラスでは背が高い） 

尚、(ｧ)はｵﾏｹでなくｱﾏｱに代えることもできるが、意味が異なる。ｵﾏｹはクラスとの相対化

なので、クラス平均との比較である。ゆえにｵﾏｹの場合、私は平均値よりも背が高い。だが

ｱﾏｱの場合、そのクラスの中で背が高いことを示すので、上から数本の指に入るほど背が高

いことを意味する。 

ｵﾏｹは集合を取って、「～としては」という意味を持つことがある(ｨ)。哺乳類を含めれば象

のような巨大なものがいるので、鷹は必ずしも大きくない。 

(ｨ) ｱﾉｷﾉ ﾒｱ ｱﾉｴ ｵﾏｹ ｲﾕｱﾏ（鷹は鳥としては大きい） 

また、ｵﾏｹは繋辞文以外にも使うことができる(ｩ)。 

(ｩ) ﾉｵ ﾉｶ┤ﾒ ｺﾌﾄ ｱﾌｵ ｵﾏｹ ｵﾒｴ（私は人より多くの金を持っている） 

。 

ｨｨ：ﾏｶﾉ,ﾏｶﾌ。 

。 

惕 

ﾏｶﾉ 

例示を意味する。「例えば」と訳す。 

比喩の「例えば」の意味はない。あくまで例示のみを意味する。 

ﾃﾒｵは付けられない。 

抽具、節を取れる。 

ﾏｶﾌ 

例外を表す。 



「～は例外である」「～を除いて」「～以外は」などと訳す。 

詳細はﾏｶﾉと同じ。 

惕 

ﾏｶﾉは例示を意味する。「例えば」と訳す。比喩の「例えば」の意味はない。あくまで例示

のみを意味する。その動詞で表されている事柄の例を表す(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾒ ｴｱﾒｲ ﾏｶﾉ ｺﾒｴﾄ（私は野菜が好きだ。例えばキャベツ） 

日本語では「例えば～など」といって最後になどを付けることがあるが、アルカではﾃﾒｵは

付けることができない。例えが全体の一部でしかないことは分かりきっているため、その

例え以外に他の要素が存在していることは明らかである。よってわざわざﾃﾒｵを付けること

はない。 

また、ﾏｶﾉは抽具や節を取ることができる(ｨ)。 

(ｨ) ﾉｵ ﾌｵ┤ﾉ ｴﾏｹﾉ ｹﾉ ﾏｶﾉ ﾂﾉｸｻ ﾌｱ ｸﾒｱ（私はたくさんの事故を見た。例えば飛行機が落ち

たりするなど） 

一方、ﾏｶﾌは例外を表す。「～は例外である」「～を除いて」「～以外は」などと訳す。詳細

はﾏｶﾉと同じである。(ｩ)の場合、例外の 1 例でしかないので、キュウリ以外に嫌いなものも

あるかもしれない。ｲﾌｶだとキュウリしか嫌いでない。 

(ｩ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾒ ｴｱﾒｲ ﾏｶﾌ ｻﾌﾒ（私は野菜は好きだがキュウリは好きではない） 

。 

ｨｩ：ﾉｴｱ,ﾌｴｱ。 

。 

惕 

ﾉｴｱ 

代わりの元を表す。 

抽具、節を取れる。 

代用品に焦点を置く。 

ﾌｴｱ 

代わりを表す。 

抽具、節を取れる。 

代用品でなく本体のほうに焦点を置く。 

「～の代わりに」はﾌｴｱでなくﾉｴｱ。 



惕 

ﾉｴｱは代わりの元を表す。逆にﾌｴｱは代わりを表す。今本当はワインが飲みたいのだがビー

ルしかないのでビールを飲む場合、ワインが代わりの元でビールが代わりである。従って

「私はワインの代わりにビールを飲んだ」は(ｧ)のようにいう。(ｨ)は「ビールよりも飲み

たい本命のワインを飲んだ」という意味だが、日本語では馴染みがなく、アルカでも実際

聞いたことがない。 

(ｧ) ﾉｵ ｳﾒｵ┤ﾉ ｻﾒｴﾀ ﾌｴｱ ﾀﾒﾌ。 

(ｨ) ﾉｵ ｳﾒｵ┤ﾉ ﾀﾒﾌ ﾉｴｱ ｻﾒｴﾀ。 

。 

ｨｪ：ｷﾕｱ,ｺﾉﾀ。 

。 

惕 

ｷﾕｱ 

交換を意味する。「～と引き換えに」と訳す。 

その動詞が起こるために何を差し出さねばならないかを表す。 

ｺﾉﾀ 

ｺﾉﾀは金額を表す。単位は数量に後続できる。ｱﾉﾄﾉと組み合わせても良い。 

単位はソルトやセルトのことだが、何だか分かっている場合は省く。 

宝石、労働、売春、人身売買など、代価となるなら何でも表せる。 

ｺﾉﾀの場合、一度交換したものをもう返さないというのが前提にある。 

惕 

ｷﾕｱは交換を意味する。「～と引き換えに」と訳す。その動詞が起こるために何を差し出さ

ねばならないかを表す(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｷﾉｱ┤ﾉ ｺﾌﾄ ｷﾕｱ ｸﾌﾏ（娘を売って金を得た） 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾉｻ┤ﾉ ｾﾉｸﾏ ｷﾕｱ ﾉｸﾏ（車と引き換えにバイクを貸した） 

一方、ｺﾉﾀは金額を表す。単位は数量に後続できる。ｱﾉﾄﾉと組み合わせても良い。単位はソ

ルトやセルトのことだが、何だか分かっている場合は省く(ｩ)。 

(ｩ) ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾉ ｱﾕ ｺﾉﾀ ｧｦｦ（100 ソルトでこれを買った） 

尚、ｺﾉﾀは金額以外にも代価なら何でも取れる、つまり、払えるものなら金でなくとも何で

も良い。宝石、労働、売春、人身売買など、代価となるなら何でも表せる(ｪ)。 



(ｪ) ﾉｵ ｷﾉｱ┤ﾉ ｺﾌﾄ ｺﾉﾀ ｸﾌﾏ（娘を売って金を得た） 

では(ｧ)(ｨ)と(ｪ)の違いは何か。ｷﾕｱの場合、一度交換したものを後ほど互いに返し合う可

能性が前提にある。貸したバイクは戻って来るのが当然だし、返ってきたら車も返さねば

ならない。金も返さねばならないし、その場合は当然娘も返る。 

 ところがｺﾉﾀの場合、一度交換したものをもう返さないというのが前提にある。売買と同

じで、一度買ったものはずっと自分の物で、後から返せとは言われない。その代わり、出

した金も返ってこない。無論、返品もありうるが、全体の売買数から見れば稀である。 

従って(ｪ)の場合、金を返したところで売られた娘は戻らない。強いていえば娘を自分で買

い戻しでもしないかぎり娘は戻らない。 

また、客と店なら返品も可能であるが、個人と個人、企業と企業はふつう返品できない。

ｺﾉﾀは「これは売買で、引き換えたものは戻らない」という了解がある。そのため、返して

くれというのは違反である。店なら誠意として返品を許すが、個人や企業同士の場合そう

はいかない。 

。 

ｨｫ：ｲﾉｶ,ｲﾌｶ。 

。 

惕 

ｲﾉｶ 

「～を含んで」という意味。含意を表す。 

物理的に含んでいる場合も使えるが、主に集合に含んでいる場合に使う。 

ふつうｲﾉｶは動詞に対し、ﾏｵに関して使われる。 

ﾕﾄにかける場合、ﾕﾄの解釈しかありえないよう明示する。 

節も取れる。 

ｲﾌｶ 

ｲﾌｶは集合に含まないことを表す。「～以外は」という意味である。 

ﾏｶﾌは例外であったが、ｲﾌｶは集合の成員外である。 

ﾏｶﾌの場合、他にも例外があるかもしれないが、ｲﾌｶの場合、他に成員外は存在しない。 

惕 

ｲﾉｶは「～を含んで」という意味。含意を表す。物理的に含んでいる場合も使えるが、主に

集合に含んでいる場合に使う(ｧ)。 



(ｧ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾒ ｴｱﾒｲ ｲﾉｶ ｺﾒｴﾄ（キャベツも含んで野菜が好きだ） 

ふつうｲﾉｶは動詞に対し、ﾏｵに関して使われる。「キャベツを含んで」は「野菜」と「好き」

にかかり、「私」にはかからない。ﾕﾄにかける場合、ﾕﾄの解釈しかありえないよう明示する(ｨ)。

ただし、これは不自然な用法。 

(ｨ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾒ ｴｱﾒｲ ｲﾉｶ ﾄﾉ（彼も私も野菜が好きだ） 

尚、ｲﾉｶは節も取れる(ｩ)。 

(ｩ) ﾉｵ ﾌｵ┤ﾉ ｴﾏｹﾉ ｴﾒ ｲﾉｶ ﾂﾉｸｻ ﾌｱ ｸﾒｱ（飛行機が落ちた事故も含んで、事故を見た） 

一方、ｲﾌｶは集合に含まないことを表す。「～以外は」という意味である。ﾏｶﾌは例外であっ

たが、ｲﾌｶは集合の成員外である。事実上同じものを指すとしても、ﾏｶﾌはそれが例外であ

ることが焦点化され、ｲﾌｶは単に成員でないことが焦点化される。 

(ｪ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾒ ｴｱﾒｲ ﾏｶﾌ ｺﾒｴﾄ 

(ｫ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾒ ｴｱﾒｲ ｲﾌｶ ｺﾒｴﾄ 

(ｪ)と(ｫ)は一見同じだが、そうではない。そもそもﾏｶﾉにはﾃﾒｵが付けられないとﾏｶﾉの項で

述べた。それはﾏｶﾉが一例でしかなく、他にも例が存在することは分かりきっているため、

わざわざﾃﾒｵを付けないからである。この理屈はﾏｶﾌにも当てはまる。 

つまり、ﾏｶﾌはいくつかありうる例外のうちの 1 つでしかない。ゆえに(ｪ)の場合、キャベ

ツ以外にも嫌いな野菜があるかもしれない。ところが(ｫ)の場合、含まない集合はｲﾌｶで書か

れるため、キャベツしか書かれていない以上、キャベツ以外は好きだと考えられる。他に

例外があると考えられるか否かが両者の違いである。 

つまり、(ｪ)は他にも嫌いなものがあるかもしれないが、(ｫ)はそうではない。尚、(ｪ)の場

合、もしかしたらもう例外はないという可能性もある。ただ、ないともあるとも言い切れ

ない。 

。 

ｨｬ：ｲﾉﾄｲ,ｲﾌﾄｲ,ｲﾏﾄｲ,ｲﾒﾄｲ。 

。 

惕 

その動詞を説明するのに必要な数の境界線を表す。 

その数は時間的意味でも数量的な意味でも良い。 

ｲﾉﾄｲ 

「以上」、≧、「その時点を含んでそこから未来」、「4 以上（4,5,6……）」。 



その動詞を説明するのに必要な数の境界線を表す。 

その数は時間的意味でも数量的な意味でも良い。 

ｲﾌﾄｲ 

「以下」、≦、「その時点を含んでそこから過去」、「4 以下（4,3,2……）」。 

その動詞を説明するのに必要な数の境界線を表す。 

その数は時間的意味でも数量的な意味でも良い。 

ｲﾏﾄｲ 

「より上」、＞、「その時点を含まないでそこから未来」、「4より上（5,6……）」。 

その動詞を説明するのに必要な数の境界線を表す。 

その数は時間的意味でも数量的な意味でも良い。 

ｲﾒﾄｲ 

「未満」、＜、「その時点を含まないでそこから過去」、「4 より下（3,2……）」。 

その動詞を説明するのに必要な数の境界線を表す。 

その数は時間的意味でも数量的な意味でも良い。 

惕 

ｲﾉﾄｲ,ｲﾌﾄｲ,ｲﾏﾄｲ,ｲﾒﾄｲは順に「以上」「以下」「より上」「未満」を表す。即ち数学の≧、≦、＞、

＜のことである。実際に数学用語としてもこれらを＞などの意味として使う。 

これらは数学的な意味以外に、時間的、数量的な意味で用いられる。空間的意味で使われ

ることはない。 

時間的意味の場合、「その時点を含んでそこから未来」「その時点を含んでそこから過去」「そ

の時点を含まないでそこから未来」「その時点を含まないでそこから過去」という意味であ

る。それぞれ簡単にいうと厳密ではなくなるが、おおよそ「以降」「以前、までに」「から

後」「まで」などに相当する(ｧ)。 

(ｧ) ｲﾒｱ┤ﾉﾄ ｲﾌﾄｲ ｶﾌ ｴﾒﾄ（3 日以内に来てください） 

数量的な意味の場合、例えばその数字がｪだとすると「4以上（4,5,6……）」「4 以下（4,3,2

……）」「4 より上（5,6……）」「4 より下（3,2……）」という意味になる。今は整数で例示

したが、無論小数でもよい。 

また、(ｧ)のｴﾒﾄのように数量の後に単位を付けても良い。 

尚、これらはふつう定量を取り、不定量や数の分からない節はふつう取らない。 

これらはその動詞を説明するのに必要な数の境界線を表す。その数は時間的意味でも数量



的な意味でも良い 。 

。 

ｨｭ：ｲﾏﾀ,ｲﾒﾀ。 

。 

惕 

ｲﾏﾀ 

終点方向。「～のほうへ」。 

物理的な終点への方向を表す。 

ｻﾌｻ┤ﾒなどの物理的な授受を表す終点、即ち受取人を表す。 

ただし、ｻﾌｻ┤ﾒのような物理的な授受でしかｲﾏﾀは使えない。 

ﾉﾄが場所の終点を表すときなら使うことができる。 

ﾏｵがﾉﾄを代用するときも使える。 

ｲﾒﾀ 

起点方向。「～のほうから」。 

詳細はｲﾏﾀと同じ。 

惕 

ｲﾏﾀ,ｲﾒﾀは方向を表す。ｲﾏﾀは終点方向で、ｲﾒﾀは起点方向である。順に「～のほうへ」「～

のほうから」と訳す。ﾉﾄ,ﾌﾄよりも用法が狭く、結果は表さない。ｲﾏﾀ,ｲﾒﾀはﾉﾄ,ﾌﾄと違って特

殊な意味はない。純粋に方向としての終点と起点しか表さない。 

ｲﾏﾀは物理的な終点への方向を表す。また、ｻﾌｻ┤ﾒなどの物理的な授受に限っては終点即ち

受取人として使うことができる。ｲﾒﾀについても同様である。 

ﾉﾄ,ﾌﾄが場所の終点を表すときならｲﾏﾀ,ｲﾒﾀを使うことができる(ｧ)(ｨ)。また、ﾏｵがﾉﾄ,ﾌﾄを代

用するときもｲﾏﾀ,ｲﾒﾀが使える(ｩ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｻﾌｻ┤ﾉ ｱﾕ ｲﾏﾀ ﾄﾉ（それを彼のほうへ投げた） 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒｱ┤ﾌｵ ｲﾏﾉ ｲﾒﾀ ｷﾒﾄｲﾉ（学校のほうからきた） 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾏ ｲﾏﾀ ｷﾒﾄｲﾉ（学校のほうへ行く） 

もし(ｧ)がﾉﾄなら、彼をめがけて投げたという意味である。(ｧ)はｲﾏﾀなので彼に当たるかど

うか分からない。原則として当たらない前提である。 

(ｨ)は学校から直接来たのではなく、学校の近くから来たということを表す。曖昧好きな日

本語は学校から来ても学校のほうとぼやかすが、アルカではありえない。学校からならﾌﾄ



で、学校近辺ならｲﾒﾀである。 

。 

ｨｮ：ｱﾒｳ。 

。 

惕 

その動詞が真である際に情報として提示されるもの。 

「～によると」「～によれば」などと訳す。 

ｱﾒｳ句は文頭に来やすい。 

ｱﾒｳ句が文頭に来ない場合、後ろに来る。 

ｸﾉｵやｸﾌｵの内容も含めて情報源から情報を得ている場合、ｱﾒｳはｸﾉｵやｸﾌｵの後に来る。 

惕 

ｱﾒｳはその動詞が真である際に情報として提示されるものである。主に「～によると」「～

によれば」などと訳す。 

ｱﾒｳは純詞にもなる。耳を使ったかどうかに関わらず、情報の伝聞であることを表す。 

ｱﾒｳ句は文頭に来ることが他の格に比べて非常に多い(ｧ)。 

(ｧ) ｱﾒｳ ｱﾒﾌｲ,ｶﾒﾄｴﾉｵ ﾄﾉ ﾒｱ ﾉﾒ（テレビによるとあの政治家はダメだそうだ） 

無論、ｱﾒｳが文頭に来なくとも良い。その際、ｱﾒｳは比較的後ろに来る。場合によってはｸﾉ

ｵやｸﾌｵより後ろに来ることもある。ｸﾉｵやｸﾌｵの内容も含めて情報源から情報を得ている場

合、ｱﾒｳはｸﾉｵやｸﾌｵの後に来る(ｨ)。 

(ｨ) ﾄﾉ ｷﾌｱ┤ﾉ ｺﾌﾄ ﾉﾄ ﾄﾕ ｸﾉｵ ﾄﾉ ｴﾉｵ┤ﾒ ﾄﾕ ｱﾒｳ ﾄﾒﾌ（本には彼は彼女が好きだったので金をや

ったとある） 

。 

ｨｯ：ｴﾏｶ。 

。 

惕 

「～と～の間に」を表す。 

2 つのものの間を指す。 

3 つ以上の場合、ｸﾏｴを使う。 

何人いようと 2つのグループとみなされれば良く、それらの間を表すのがｴﾏｶである。 

惕 



ｴﾏｶは「～と～の間に」を表す。2 つのものの間を指す。3 つ以上の場合、ｸﾏｴを使う。2 つ

というのは厳密に 2つの数とは限らない。例えば 4 人いて、2 人ずつグループで分かれてい

るとき、その 4 人は 2つと見なされる。何人いようと 2つのグループとみなされれば良い。

それらの間を表すのがｴﾏｶである(ｧ)。(ｧ)のエルトとサールは複数の神である。 

(ｧ) ﾉｵ ｴｲﾉｵ┤ﾌｵ ｴﾏｶ ﾒﾀｱ/ｴﾉﾉﾀ（エルトとサールの間に立っている） 

また、時間として使う場合、ある期間の中で最低 1 度という意味を表す(ｨ)。 

(ｨ) ｱﾌ ｲﾒｱ┤ﾉﾄ ﾉｵ ｴﾏｶ ｴﾏﾏｱ ｱﾕ（今週中に私のところに来てください） 

。 

ｩｦ：ﾁﾏｲ,ﾁﾒｲ。 

。 

惕 

ﾁﾏｲ 

「～を応用として」「応用品として」である。頻度は少ない。 

応用品がﾁﾏｲに来る。基本品ではない。 

ﾁﾒｲ 

「～を基盤とした」「～を基本とした」「～を応用した」という意味である。 

抽具を取る。節も取れるが、ふつうは語を取る。 

惕 

ﾁﾒｲは「～を基盤とした」「～を基本とした」「～を応用した」という意味である。抽具を取

る。節も取れるが、ふつうは語を取る(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾉｹ┤ﾉ ｸﾌｲｴ ｴﾉｹ ﾁﾒｲ ｸﾌｲｴ ｴﾌｹ（古い歌を基盤に新しい歌を作った） 

ﾁﾏｲは反対に「～を応用として」「応用品として」である。頻度は少ない。応用品がﾁﾏｲに来

る。基本品ではない。基本品をこれから応用するという意味ではなく、応用品はこれであ

るという意味である。詳細はﾁﾒｲと同じである。 

(ｨ) ﾉｵ ｶﾉｳｱ┤ﾉ ｴﾏｹﾉ ｴﾌｹ ﾁﾏｲ ｴﾏｹﾉ ｴﾉｹ（新しい事故を応用と考え、そこから基本となる

古い事故を解決した） 

。 

ｩｧ：ｻﾉｴｲ。 

。 

惕 



過程を表す。「～の途中で」という意味である。 

語、節を取れる。抽具を取れる。 

行為的な意味を持つ語や節を取る。非行為的な語はとりにくい。 

惕 

ｻﾉｴｲは過程を表す。「～の途中で」という意味である。語、節を取れる。抽具を取れる。行

為的な意味を持つ語や節を取る(ｧ)。勉強や帰宅など、行為的な語はとりやすく、好きなど

の非行為的な語はとりにくい。 

(ｧ) ﾉｵ ﾉｲｱ┤ﾉ ﾄﾉ ｻﾉｴｲ ｲﾒｹ（帰宅途中に彼に会った） 

。 

ｩｨ：ｲﾏｴ,ｲﾒｴ。 

。 

惕 

ｲﾏｴ 

「～つ前」という順番を表す。 

その動詞が誰や何の前に起こるのかということを表す。 

「～の～個前に」というのが本義である。 

例えば「君の 2人前に」という場合はｲﾏｴ ｱﾉ ﾒ ｱﾌという。 

「君の 1 人前に」の場合、1 人（ｲﾏ ﾒ）が省略されてｲﾏｴ ｱﾌになる。 

単位を明示したければ数量の後につける。ｱﾉﾄﾉと共起できない。 

数量には具体的な数字しかこれない。 

ｲﾒｴ 

「次」を表す。 

本義は「～の～個後」である。 

詳細はｲﾏｴと同じである。 

惕 

ｲﾏｴは「前」という順番を表す。その動詞が誰や何の前に起こるのかということを表す(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｲﾏﾉ ｲﾏｴ ｱﾌ（君の前に行った） 

(ｧ)ではｲﾏｴは 1 つ前の順番を表すが、では 2つ前の場合はどうするか。実はｲﾏｴは「～の～

個前に」というのが本義である。例えば「君の 2人前に」という場合はｲﾏｴ ｱﾉ ﾒ ｱﾌという。

ただ、「君の 1 人前に」の場合、1人（ｲﾏ ﾒ）が省略されてｲﾏｴ ｱﾌになっているだけである。



従って 2 つ前は(ｨ)のようになる。 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｲﾏﾉ ｲﾏｴ ｱﾉ ﾒ ｱﾌ（君の 2人前にそこへ行った＝君の前の前にそこへ行った） 

(ｨ)のｱﾉは数量で、単位が何か書かれていない。ﾒ ｱﾌが後続することで人だと判断されるた

め、単位が省略されている。もし単位を明示したければ数量の後につける(ｩ)。ｲﾏｴの後に

来る数量は定量で、節は取れない。具体的な数字しかこれない。よってこの場合、ｱﾉﾄﾉは使

えない。使う必要がないからである。 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｲﾏﾉ ｲﾏｴ ｱﾉ ﾄﾕｵ ﾒ ｱﾌ。 

一方、ｲﾒｴは「次」を表す。本義は「～の～個後」である。詳細はｲﾏｴと同じである(ｪ)。 

(ｪ) ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾏ ｹﾏｻｸ ｲﾒｴ ｱﾉ ﾄﾕｵ ﾒ ｱﾌ（君の 2 人後にチケットを買う＝君の次の次にチケッ

トを買う） 

。 

ｩｩ：ﾏｲｵ,ﾒｲｵ。 

。 

惕 

ﾏｲｵ 

交差を表す。「～と交差して」。 

移動動詞とともに使われ、その移動の軌跡が何と交差するかを表す。 

頻度は少ない。 

ﾒｲｵ 

ﾒｲｵは平行を表す。「～と平行で」「～に沿って」。 

詳細はﾏｲｵと同じである。 

ｶﾉﾀとは違う。ﾒｲｵは川に沿って歩くが、ｶﾉﾀは川の中を歩く。 

惕 

ﾏｲｵは交差を表す。移動動詞とともに使われ、その移動の軌跡が何と交差するかを表す(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ｻﾏｵ ｱﾕ ﾏｲｵ ｻﾏｵ ﾄﾒ（あの道を交差してこの道を通った） 

格詞のﾏｲｵ,ﾒｲｵは頻度が低い。「あの道はこの道と交差している」などという場合、(ｨ)のよ

うに自然名詞を使う。 

(ｨ) ｻﾏｵ ｱﾕ ﾒｱ ﾏｲｵ ﾉﾄ ｻﾏｵ ﾄﾒ 

一方、ﾒｲｵは平行を表す。詳細はﾏｲｵと同じである。 

ｶﾉﾀとは違う。(ｩ)では川に沿って歩くので、道を歩いている。(ｪ)では川の中を歩くので、



道でなく水の中を歩いている。 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ﾒｲｵ ﾒｲﾒ 

(ｪ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｶﾉﾀ ﾒｲﾒ 

。 

ｩｪ：ﾉｱｵ,ﾌｱｵ。 

。 

惕 

ﾉｱｵ 

ﾉｱｵは「近い」を表す。その動詞が起こる近くに何があるかを示す。 

ﾉｱｵは場所的な近さと時間的な近さと、程度的な近さと心理的な近さを表す。 

場所的な近さは距離の短さである。 

程度的な近さとは、もう少しでそうなるという意味での近さである。 

心理的な近さとは親近感のことである。 

ただし、心理的な近さは親近感を覚えている相手を直接修飾するので格詞は取らない。 

数量的な近さは取ることができない。 

ﾌｱｵ 

「遠い」を意味する。 

詳細はﾉｱｵと同じ。 

惕 

ﾉｱｵは「近い」を表す。その動詞が起こる近くに何があるかを示す。 

ﾉｱｵは場所的な近さと程度的な近さと心理的な近さを表す。場所的な近さは距離の短さであ

り、これは単純明快である。場所のみを取り、ふつう語を取る(ｧ)。このﾉｱｵはﾏｵが代用し

たｲﾉの代わりである。 

(ｧ) ﾉｱﾒ ｱﾕ ｳﾉ┤ﾒ ﾉｱｵ ｲﾏﾉ（その店はこの近くにある） 

程度的な近さとは、例えば「瀕死」の「瀕」のことである。もう少しでそうなるという意

味での近さである。(ｨ)は日本語に直訳すると不自然な文である。言い換えれば日本語では

そのような表現をしないということである。こういう文にこそアルカの独特性が現れるの

で注意が必要である。 

(ｨ) ﾄﾉ ｶﾉｴ┤ﾉ ﾀﾒｳ ﾉｱｵ ｶﾏﾀｱ（彼は死の近くで敵と戦った＝彼は死にそうになりながら敵と

戦った） 



また、心理的な近さとは親近感のことである。ただし、心理的な近さは親近感を覚えてい

る相手を直接修飾するので格詞は取らない。 

尚、数量的な近さは取ることができない。日本語で「1 億円に近い大金」ということができ

るので近いで数量の近似値を表せそうだが、アルカでは数量の近さを表す場合、ｶﾌﾉを使う

(ｪ)。 

(ｪ)伃ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾉ ｱﾕ ｺﾉﾀ ﾉｱｵ ｧｦｦｦ → ﾉｵ ﾌｱｸ┤ﾉ ｱﾕ ｺﾉﾀ ｧｦｦｦ ｶﾌﾉ 

一方、ﾌｱｵは逆に「遠い」を表す。詳細はﾉｱｵと同じである。 

。 

ｩｫ：ｱﾏｲｸ。 

。 

惕 

角度を表す。数学や物理的な角度を表す際に使う。 

ｱﾏｲｸは頻度が低い。 

角度はアルカでは 0～360 度まである。 

ﾏｲｵと組み合わせて交差角度を表すことがある。 

惕 

ｱﾏｲｸは角度を表す。数学や物理的な角度を表す際に使う(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｴｲﾉｵ┤ﾌｵ ｱﾏｲｸ ﾄﾏｵﾉ（90 度で立っている） 

ｱﾏｲｸは頻度が低い。 

ﾏｲｵと組み合わせて交差角度を表すことがある(ｨ)。 

(ｨ) ｻﾏｵ ｱﾕ ﾒｱ ﾏｲｵ ﾉﾄ ｻﾏｵ ﾄﾒ ｱﾏｲｸ ﾄﾏｵﾉ（この道はあの道と 90 度で交わっている） 

。 

ｩｬ：ｸﾏｳ,ｸﾒｳ。 

。 

惕 

ｸﾏｳ 

ｸﾏｳはその動詞が何と接触して行われているかということを表す。 

物理的な接触と時間的な接触を表す。 

物理的な接触とはそのままの意味である。「くっついている」ということである。 

時間的な接触とは連続性のことである。 



ｸﾏｳ,ｸﾒｳは位置を表すすべての格詞と組み合わさって複合語を作ることができる。 

ｸﾒｳ 

ｸﾒｳは離れていることを意味する。 

やはり場所的にも時間的にも使える。詳細はｸﾏｳと同じである。 

惕 

ｸﾏｳはその動詞が何と接触して行われているかということを表す。物理的な接触と時間的な

接触を表す。 

物理的な接触とはそのままの意味である。「くっついている」ということである。従って抽

象的な動詞でなく、存在や移動など、場所と関係する動詞と共起しやすい(ｧ)。 

(ｧ) ｺﾒｲ ｱﾕ ｳﾉ┤ﾌ ｲﾏﾉ ｸﾏｳ ｺﾒｲ ﾄﾒ（このボールはあのボールと接触して、ここにある） 

ｴﾉｵ┤ﾒなど、接触と関わりない動詞とは共起できない。(ｨ)は意味不明である。 

(ｨ)伃ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾌ ﾄﾕ ｸﾏｳ ｱﾌ。 

時間的な接触とは連続性のことである。ｱという事柄に連続してｲという事柄が存在する場

合、ｱとｲは時間的に接触しているといえる。尚、ｱ ｸﾏｳ ｲではｲのほうが過去である。ｱがｲ

に連続するため、ｱのほうが未来である。 

時間的な連続と見れば(ｨ)は解釈可能になる。即ち「あなたの次にすぐ彼を好きになった」

という意味である。 

逆にｸﾒｳは離れていることを意味する。やはり場所的にも(ｩ)時間的にも(ｪ)使える。詳細は

ｸﾏｳと同じである。時間的なｸﾒｳとは事柄の非連続性である。 

(ｩ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ｻﾏｵ ｸﾒｳ ﾄﾉ（私は彼と離れて道を歩いた） 

(ｪ) ﾉｵ ｴﾉｵ┤ﾌ ﾄﾕ ｸﾒｳ ｱﾌ（あなたを好きになって時間を置いてから彼を好きになった） 

尚、ｸﾏｳ,ｸﾒｳは位置を表すすべての格詞と組み合わさって複合語を作ることができる。ｽﾉ

は「上に」という意味だが、上に乗っかっているのか離れているのか不明である。 

そこで接触した上を表すために複合語として新しい格詞ｽﾉｸﾏｳが生まれる。これは「上部接

触で」という意味である。逆に、上空でという場合はｽﾉｸﾒｳになる。 

このことはｽﾉだけでなく、すべての位置を表す格詞にいえる。ｴﾉ,ｻﾉなど、すべてである。 

ところで、ｸﾏｳ,ｸﾒｳなど、位置を表す格詞はｲﾉの代わりになることがある。ﾏｵがｲﾉの代わり

をしているとき、ﾏｵはﾒｸ化する。勿論、ｲﾉの代わりをしなくても良い。 

(ｫ)ではﾄﾕはｲﾉではない。私がいる場所はｲﾏﾉであってﾄﾕではない。ゆえにｲﾏﾉはﾄﾕでなく、ﾏｵ

はﾒｸ化しない。ところが(ｬ)ではｸﾏｳ ｷﾒﾄｲﾉ（学校に接した場所）そのものがｲﾉである。ゆえ



にﾏｵが代用しているｲﾉを今度はｸﾏｳが代用する。そしてﾏｵがﾒｸ化する。 

(ｫ) ﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｲﾏﾉ ｸﾏｳ ﾄﾕ。 

(ｬ) ﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｸﾏｳ ｷﾒﾄｲﾉ。 

。 

ｩｭ：ｴﾉ,ｴﾌ。 

。 

惕 

ｴﾉ 

「前に」という意味で、空間的、順序的、時間的な意味で使える。 

空間的な前と順序的な先と時間的な過去の意味を持つ。 

空間か時間かは文脈で判断する。 

ｴﾉ,ｴﾌはいずれも節を取れる。特に順序と時間の場合は節を取りやすい。 

ｴﾉ節動詞は未来形を取る。ｴﾌ節動詞は過去形を取る。 

ｴﾌ 

ｴﾌはｴﾉの逆である。即ち、空間的な後ろ、順序的な後、時間的な未来を表す。 

ｴﾉ節動詞は未来形を取る。ｴﾌ節動詞は過去形を取る。 

惕 

ｴﾉは「前に」という意味で、空間的、順序的、時間的な意味で使える。プロトタイプにあ

るのは空間的な前である。目の付いている方向である。また、人が並ぶとき、前のほうが

後ろより先である。そこから順序的な意味が生まれた。 

そして順序的に先であるほうが行為を早く済ませられる。つまり、ｱが列に並んで切符を買

ったのが 7時だとすると、ｱの前に並んでいたｲは 6 時には切符を買える。ｲのほうが過去で

ある。つまり、順序的に先なものは過去を表す。よって前は過去という時間的な意味を持

った。 

このように、ｴﾉは空間的な前と順序的な先と時間的な過去の意味を持つ(ｧ)(ｨ)(ｩ)。 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ｻﾏｵ ｴﾉ ｱﾌ 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾉ ｷﾒﾄｲﾉ ｴﾉ ｱﾌ 

(ｩ) ﾉｵ ｳﾏｵ┤ﾉ ｻﾏｷ ｴﾉ ｾﾒｲ 

一方、ｴﾌはｴﾉの逆である。即ち、空間的な後ろ、順序的な後、時間的な未来を表す。 

空間と他の 2 つは区別が付きやすいが、順序と時間はしばしば区別しづらい。ただ、順序



が先なら時間も先なのは当たり前だから、そもそもあまり細かい区別は必要でない。問題

はむしろ空間と時間である。 

空間と時間がどちらもｴﾉなので、誤解することがある。(ｧ)は君より過去に歩いたのか、前

を歩いたのか分からない。その場合、文脈で判断せざるをえない。 

尚、ｴﾉ,ｴﾌはいずれも節を取れる。特に順序と時間の場合は節を取りやすい(ｪ)。 

(ｪ) ﾉｵ ｸﾏｲ┤ﾉ ｴﾉ ｱﾌ ｸﾏｲ┤ﾏ 

ｴﾉ節は主節が何と比べて過去であるかを表す。(ｩ)ではパンを食べたほうが過去である。つ

まり、逆に言えばｴﾉ節は主節に対して未来である。よってｴﾉ節の動詞は未来形を取る。事

実(ｪ)はそうなっている。逆にｴﾌ節の動詞は過去形を取る(ｫ)。 

(ｫ) ﾉｵ ﾄﾒｶ┤ﾉ ｷﾒﾄｲﾉ ｴﾌ ｱﾌ ﾄﾏｶ┤ﾉ ｲﾏﾉ 

。 

ｩｮ：ｽﾉ,ｽﾌ,ｻﾉ,ｻﾌ。 

。 

惕 

いずれも位置を表す格詞である。 

ｴﾉより用法が狭く、空間的な意味しか持たない。 

ｽﾉ 

上に。 

ｽﾌ 

下に。 

ｻﾉ 

右に。 

ｻﾌ 

左に。 

惕 

いずれも位置を表す格詞である。空間のｴﾉ,ｴﾌと詳細は同じなのでそちらを参考にすること。

これらはｴﾉより用法が狭く、空間的な意味しか持たない。意味は順に「上に」「下に」「右

に」「左に」である(ｧ)(ｨ)。 

(ｧ) ﾂﾉｸｻ ｳﾉ┤ﾌ ｽﾉ ﾉｵ（飛行機が上にいる） 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ｻﾏｵ ｻﾉ ﾄﾕ（彼の右で道を歩いた） 



これらはいずれも話者の視点で述べる方向である。例えば上はふつう空の方向であるが、

宇宙や水中では頭のほうを指すことがある。左右も当然話者の立位置によって変わる。 

。 

ｩｯ:ﾁﾏｲｱ,ﾁﾒｲｱ。 

。 

惕 

ﾁﾏｲｱ 

「頂点に」という意味である。ふつう空間的な意味で使う。 

ﾁﾒｲｱ 

「底に」という意味である。 

惕 

これらも位置を表す格詞である。順に「頂点に」「底に」という意味である。ふつう空間的

な意味で使う(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ﾁﾏｲｱ ﾃﾉﾄ。 

(ｧ)の頂上とは山の頂上のことで、ﾁﾏｲｱがｲﾉを代用するﾏｵを更に代用している。これは空間

的な頂上である。ﾁﾏｲｱは頂上が認識されるものなら何でも良い。ｽﾉｵﾏﾌやﾃﾉﾄなどは勿論、ｷ

ﾒﾄｲﾉやﾀﾉなど、屋上を持つものでも良い。その際は屋上と訳すほうが妥当である(ｨ)。 

(ｨ) ﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ﾁﾏｲｱ ｷﾒﾄｲﾉ（学校の屋上にいる） 

一方、ﾁﾒｲｱは「底に」という意味である。 

。 

ｪｦ：ﾀﾉｲ,ﾀﾌｲ。 

。 

惕 

ﾀﾉｲ 

「～を超えて」を意味する。 

空間的意味と時間的意味がある。 

ﾀﾌｲ 

「～を超えないで」「～のこちら側に」という意味である。 

詳細はﾀﾉｲと同じである。 

惕 



ﾀﾉｲは「～を超えて」を意味する。空間的意味(ｧ)と時間的意味(ｨ)がある。 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾒ ｷﾒﾄｲﾉ ﾀﾉｲ ﾃﾉﾄ（山を越えて学校に行く） 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒ┤ﾏｱ ｷﾒﾄｲﾉ ﾀﾉｲ ｱﾌﾌｱﾒﾄ（2 時過ぎに学校へ行きはじめるだろう)。 

時間的意味の場合、その時間を越えた時点を指す。つまりその時間を越えた未来のことで

ある。ただ、未来ならいつでも良いかというとそうではない。(ｨ)の場合、2 時を過ぎた瞬

間から動詞を始めねばならない。ゆえにせいぜいこの場合、2 時数分のできごとである。 

一方、ﾀﾌｲは「～を超えないで」「～のこちら側に」という意味で、ﾀﾉｲの反対である。詳細

はﾀﾉｲと同じである(ｩ)。 

(ｩ) ﾉｵ ﾄﾒｶ┤ﾏｲ ｲﾏﾉ ﾀﾌｲ ｷﾒﾉ ｱﾉ（2時前にはこちらに着くだろう） 

。 

ｪｧ：ｹﾏｴ,ｹﾒｴ。 

。 

惕 

ｹﾏｴ,ｹﾒｴ 

2，3次元の内側外側を指す。 

惕 

警察のキープアウトの黄色いテープがある。あれを事故現場側、つまり内側から見た場合

のテープの表面をｹﾏｴといい、野次馬側から見たテープの表面をｹﾒｴという。。 

いまのは 2次元の例だが、箱の場合、箱の中に入ったときの壁がｹﾏｴで、箱を外から見たと

きの面がｹﾒｴである。いずれにせよ面積について表す。 

(ｧ) ｷﾌ ｳﾉ┤ﾌ ｹﾏｴ ｲﾏｶ昱（箱の内側に何かへばりついてる？） 

。 

ｪｨ：ｸﾏｴ,ｸﾒｴ。 

。 

惕 

ｸﾏｴ 

中心を表す。「～の真ん中で」という意味である。 

2 つの間の中心にある場合はｴﾏｶでも良い。 

2 次元体と 3 次元体に使える。 

囲むものがなくとも想定さえすれば中心を考えられるため、ｸﾏｴが使える。 



ｸﾒｴ 

囲んでいる軌跡を指す。 

つまり「～の周辺で」という意味である。 

囲むものがなくてもｸﾒｴを想定できる。 

惕 

ｸﾏｴは中心を表す。「～の真ん中で」という意味である。2 つの間の中心にある場合はｸﾏｴで

なくｴﾏｶを使っても良い。 

ｸﾏｴは 2 次元体と 3 次元体に使える。2 次元体は例えば紙に円を描いた場合で、円の中心が

ｸﾏｴになる。一方 3次元体は例えば球の重心が中心になる。 

ｸﾏｴは円のように軌跡が明示されているものだけでなく、軌跡が良く分からないものにも使

える。女を 3人の男が取り囲んでいるとき、3人の男は線で繋がっているわけではない。決

して円形を描いているわけではない。しかし人間は 3 人の取り囲む男をひとまとめに認知

し、そこにないはずの円の軌跡を想定する。これが人間の自然な認知である。そして想定

された円の軌跡から中心を考える。その中心とは即ち女である。 

しかも人間の認知はそれがおおよそ円だと思えば満足する。本当はちょっと楕円だったり、

実は円でなかったりするかもしれない。だが、人間にとってはおおよそ円だと認知できれ

ば常にｸﾏｴを考えることができる。 

勿論、円だけでなく、４人が四隅を囲っていれば、見ている人は彼らに四角形を想定する。

そしてその重心に女を置き、ｸﾏｴという。このように、厳密な図形は問題にならない。単に

囲んでいる何かから軌跡を想定し、その重心にｸﾏｴを置くという大雑把な認知である。 

一方、ｸﾒｴは囲んでいる軌跡を指す。つまり「～の周辺で」という意味である。四角形で囲

んでいる図を想定すればその軌跡がｸﾒｴになる。円なら円周がｸﾒｴになる。 

また、囲むものがなくてもｸﾒｴを想定できる。人間は、誰かが立っている周りの空間を想定

することができる。状況によって半径は異なるが、立っている人の周りには彼のパーソナ

ルスペースがあり、そのスペースの境界線が円の軌跡を描いている。 

そして人間はその実際には存在しない円をパーソナルスペースとして想定する。こうなれ

ば囲うものがなくともｸﾒｴを想定できる。 

この点はｸﾏｴも同じである。囲むものがなくとも想定さえすれば中心を考えられるため、ｸﾏ

ｴが使える。 

尚、ｸﾏｴ,ｸﾒｴは空間的意味でしか使わない。ふつう、節も取らない(ｧ)。時間を表す「～ご



ろ」という意味もない。時間の概数はただの概数と同じくｶﾌﾉである。 

(ｧ) ﾉｵ ｴｲﾉｵ┤ﾌｵ ｸﾏｴ ﾄﾕｴﾏ（彼らの真ん中に立っている） 

。 

ｪｩ：ｻﾏｱ,ｻﾒｱ。 

。 

惕 

ｻﾏｱ 

 中を表す。「～の中に」という意味。 

 2、3 次元体に使われる。 

ｻﾒｱ 

 ｩ次元体のみに使うことができる。 

 2、3 次元体の外部を表す。「～の外に」という意味。 

惕 

ｻﾏｱは中を表す。「～の中に」という意味である。円を書いたときのその境界内や、箱の中

を指す。2，3次元ともに使える。ｻﾒｱは外である。 

空間的な意味しか持たない。 

。 

ｪｪ：ﾄﾌﾏ,ﾄﾌﾒ。 

。 

惕 

ﾄﾌﾏ 

奥行きが想定できるものを視点方向から見たときに近いと思う場所を指す。 

「～の手前に」と訳す。 

ﾄﾌﾒ 

奥行きが想定できるものを視点方向から見たときに遠いと思う場所を指す。 

「～の奥に」という意味である。 

厳密に言えば、遠いだけでなく、そのものの突き当たりに近くても奥といえる。 

惕 

ﾄﾌﾏは奥行きが想定できるものを視点方向から見たときに近いと思う場所を指す。つまり「～

の手前に」である。視点方向とはふつうは目の方向である。奥行きが想定できるものとは



典型的には穴である。更に、机の淵なども奥行きを想定できる。従って、例えば穴を目で

覗いたときに、近いと思う場所をﾄﾌﾏは指す(ｧ)。 

(ｧ) ｳﾒ ｳﾉ┤ﾌ ﾄﾌﾏ ｸﾉｳ（穴の手前に何かある） 

(ｧ)は手前といっても穴のすぐ前という意味ではない。ﾄﾌﾏ,ﾄﾌﾒは必ずそのものの内部を指す。

(ｧ)の場合、何かがあるのは穴に入ってすぐのところである。決して穴そのものを飛び越え

て穴の前を意味することはない。 

一方、ﾄﾌﾒはﾄﾌﾏの反対で、奥行きが想定できるものを視点方向から見たときに遠いと思う場

所を指す。つまり「～の奥に」という意味である。今、遠いといったが、穴がやけに浅い

場合はどうか。たとえ奥にあっても穴が浅いので遠いとは思わないだろう。従って厳密に

言えば、遠いだけでなく、穴の突き当たりに近くても奥といえる。 

尚、これらは空間的な意味だけで使われる。 

。 

ｪｫ：ｲﾒｷﾉ,ｲﾒｷﾌ,ｲﾒｷﾏ,ｲﾒｷﾒ。 

。 

惕 

これらはその動詞が起こる方角を意味する。 

空間的な意味のみで使われる。 

ｲﾒｷﾉ 

南。 

その動詞が起こる方角を意味する。 

空間的な意味のみで使われる。 

ｲﾒｷﾌ 

北。 

その動詞が起こる方角を意味する。 

空間的な意味のみで使われる。 

ｲﾒｷﾏ 

西。 

その動詞が起こる方角を意味する。 

空間的な意味のみで使われる。 

ｲﾒｷﾒ 



東。 

その動詞が起こる方角を意味する。 

空間的な意味のみで使われる。 

惕 

これらはその動詞が起こる方角を意味する。順に南北西東である。空間的な意味のみで使

われる。語を取る(ｧ)。 

(ｧ) ﾉｵ ｳﾉ┤ﾌ ｲﾒｷﾉ ｷﾒﾄｲﾉ（学校の南にいる） 

これらに関しては特に特筆することはない。北半球でも南半球でも変わらない。 

。 

ｪｬ：ｽﾉﾄ,ｽﾌﾄ。 

。 

惕 

ｽﾉﾄ 

ｽﾉﾄは空間的な意味でしか使われない。「～の表に」を意味する。 

節は取らず、語を取る。この語は場所性を帯びた名詞である。 

尚、数字や文字が紙や画面に書かれている場合も使える。 

ｽﾌﾄ 

「～の裏に」を意味する。 

詳細はｽﾉﾄと同じである。 

惕 

ｽﾉﾄは表を表す。2 次元体と 3 次元体が持つ面に対して使う。面には必ず表裏がある。たいて

い観察者がふだん見ている面を表という。例えば服ならデザインの絵柄が書き込まれてい

るほうが表である。ふだん着るとき、こちらが見えるように着るからである。もし一時的

にひっくり返して着たとしても、ふだん見ているものと違うので裏だと分かる。 

このように、表か裏かはふだん見ているかどうかというところで判断されることが多い。

勿論、初めて見たものが裏返しになっていればそちらを表と誤解することはある。だが、

それはふだん見ているという環境になかったためである。 

2 次元体の場合、例えば紙の場合、両面でないかぎり文字が書いてあるほうが表である。3

次元体の場合、例えば箱の場合、箱を構成する 6個の面がすべてｽﾉﾄである。ただし同時に 6

個の面はｽﾌﾄでもある。ではどちらの向きがｽﾉﾄかというと、箱の外から見える面がふだん見



る向きなのでｽﾉﾄである。箱の中から見た内側の壁がｽﾌﾄである。ここでｹﾏｴ,ｹﾒｴと意味がか

ぶる。 

同様に、警察が張る立ち入り禁止のテープの場合、2次元体であるが、箱と同じことがいえ

る。 

基本的にｽﾉﾄ,ｽﾌﾄは観測者の見方によって変わるが、慣用的に決まっているものもある。ｽﾉﾄ

には「表面的なものは本当ではないかもしれないもの」というイメージをアルカは持って

いる。これについては日本語にも同じ語感があり、「表の顔」などという。逆にｽﾌﾄには「ふ

だん見せない本心」というイメージがある。このことから、表は公開・表の顔、裏は秘匿・

本心というイメージがつきまとう。 

そしてこれを利用して慣用的に表裏を決めるものがある。例えばカーデの場合、カードの

内容が書いてある面は伏せてあって見えないため、秘匿・本心の面であり、ｽﾌﾄである。 

原則、格詞のｽﾉﾄ,ｽﾌﾄは空間的な意味でしか使われない。「～の表に」と「～の裏に」を意味

する。節は取らず、語を取る。この語は場所性を帯びた名詞である。尚、数字や文字が紙

や画面に書かれている場合もｽﾉﾄ,ｽﾌﾄが使える。紙や画面も空間の一部だからである(ｧ)。 

(ｧ) ｱﾕ ｳﾉ┤ﾌ ｽﾉﾄ ｸﾉｴ（これは紙の表に（書いて）ある） 

尚、(ｧ)は(ｨ)といっても良いが、そのときｽﾉﾄは名詞になる。 

(ｨ) ｳﾒ ﾌｱ┤ﾌｵ ﾉｳｱ ﾉﾄ ｽﾉﾄ ﾒ ｱﾕ（何かがこれの表に書いてある） 

。 

ｪｭ：ﾒｵｱﾏ,ﾒｵｱﾒ。 

。 

惕 

ﾒｵｱﾏ 

ﾒｵｱﾏは到達程度を表す。「ｲするほどｱ」と訳す。 

ﾒｵｱﾒ 

ﾒｵｱﾒは非到達程度である。「ｲしそうなくらいｱ」。 

惕 

ﾒｵｱﾏは到達程度を表す。「ｲするほどｱ」と訳す。 

肯定と組み合わさってｱ ﾒｵｱﾏ ｲとなると「ｲするほどｱである」とか｢ｲであるくらいｱである｣

という意味になる。もしｱが否定の意味を表す場合、「ｲするほどｱでない」という意味であ

る。 



例えばﾄﾉ ﾌｱ ｸﾌｶ ﾒｵｱﾏ ﾄﾉ ｴﾉｵ┤ﾌ ﾄﾒｵｱは「人形が好きであるくらい彼女は子供である」とい

う意味である。それを否定したﾄﾉ ﾌｱ ﾏｴ ｸﾌｶ ﾒｵｱﾏ ﾄﾉ ｴﾉｵ┤ﾌ ﾄﾒｵｱは「人形が好きであるく

らい彼女は子供でない」である。 

だがこれは「彼女はもう大人だ」という意味ではない。これは日常的には非文である。こ

れではこの世界では大人が人形好きで子供が人形嫌いであることになってしまう。その上

で彼女は人形が好きなほど子供ではない（＝大人である）という意味になってしまう。 

日常的に正しい意味にするためにはﾄﾉ ﾌｱ ﾏｴ ｸﾌｶ ﾒｵｱﾏ ﾄﾉ ｴﾉｵ┤ﾌ ﾏｴ ﾄﾒｵｱとする。意味は

「人形が好きでないくらい彼女は子供でない」である。つまり「人形が好きなほど子供で

はない」という意味である。 

他にｱが否定を含む例を挙げる。ﾄﾉ ﾌｱ ﾏｴ ｸﾌｶ ﾒｵｱﾏ ﾄﾉ ｴﾉｵ┤ﾌ ｶﾒﾄｹである。これは「酒が好

きなくらい彼女は子供でない（＝大人である）」という意味である。 

逆にｲが否定の場合どうなるか。ﾄﾉ ﾌｱ ｸﾌｶ ﾒｵｱﾏ ﾄﾉ ｴﾉｵ┤ﾌ ﾏｴ ｶﾒﾄｹは「彼女は酒が好きでな

いくらい子供だ」である。 

ﾒｵｱﾒは逆に非到達程度である。「ｲしそうなくらいｱ」とか「ｲであるかのようにｱである」と

いう意味である。ﾒｵｱﾒは実際には到達していないので、ｲで述べられることは偽である。ｲ

に近いものの、ｲではない。それがﾒｵｱﾒである。 

ﾄﾉ ﾒｱ ﾄﾒﾉｱ ﾒｵｱﾒ ﾄﾉ ｶﾉｳｱ┤ﾒ ｲｵﾏ ｱﾕは「彼はこの問題が解けそうなくらい賢い」である。実

際に彼は問題を解けないが、解けそうな位置までは来ている。 

もしｱを否定するとどうなるか。ｱﾕ ﾒｱ ﾏｴ ﾉﾏ ﾒｵｱﾒ ﾉｵ ｶﾌｵｴ┤ﾌ ｱﾕは「私がこれを捨ててし

まいかねないほどこれは良くない」である。 

ではｲを否定するとどうなるか。ｱﾕ ﾒｱ ﾉﾏ ﾒｵｱﾒ ﾉｵ ｷﾌｱ┤ﾌ ﾏｴ ｱﾕ ﾉﾄ ｱﾌは「私がこれを君に

あげ（たく）ないくらいこれは良い」である。 

。 

。 


